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17
日
で
阪
神
・

淡
路
大
震
災
22
年

メ
モ
リ
ア
ル
を
迎

え
た
。
創
造
的
復

興
と
し
て
、
無
駄

な
大
型
公
共
事
業
、
神
戸
医
療

産
業
都
市
、
神
戸
空
港
な
ど
負

の
遺
産
を
抱
え
た
。
一
方
、
市

民
の
生
活
は
一
向
に
豊
か
に
な

ら
な
い
ば
か
り
か
、
被
災
者
を

被
告
人
に
す
る
と
い
う
〝
借
り

上
げ
住
宅
追
い
出
し
問
題
〞
が

現
在
持
ち
上
が
っ
て
い
る
▼
こ

の
地
震
後
、
全
国
で
大
規
模
な

地
震
が
発
生
し
、
被
災
者
・
国

民
を
守
る
べ
き
政
治
の
あ
り
方

が
問
わ
れ
て
い
る
。
特
に
世
界

的
に
注
目
さ
れ
る
の
が
、
福
島

の
原
発
事
故
だ
。
台
湾
や
ベ
ト

ナ
ム
は
こ
れ
に
よ
り
脱
原
発
に

舵
を
切
っ
た
。
勇
気
あ
る
賢
明

な
決
断
で
あ
る
▼
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
誘
致
に
際
し
安
倍
首
相

は
、
厚
顔
無
恥
に
も
「
汚
染
水

は
湾
内
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ

て
い
る
。
決
し
て
東
京
に
ダ
メ

ー
ジ
を
与
え
な
い
」
と
し
、
高

市
自
民
党
政
調
会
長
は
「
死
者

が
出
て
い
る
状
況
で
は
な
い
」

と
耳
を
疑
う
発
言
。
こ
れ
が
日

本
の
姿
で
あ
る
▼
多
く
の
大
地

震
は
日
本
が
火
山
列
島
、
地
震

大
国
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
示

し
て
い
る
。
鳥
取
の
地
震
は
、

活
断
層
が
認
知
さ
れ
て
い
な
い

場
所
で
発
生
し
た
。
断
層
が
あ

る
か
な
い
か
、
活
動
性
が
あ
る

か
ど
う
か
の
問
題
で
は
な
い
。

日
本
の
ど
こ
に
お
い
て
も
、
原

発
が
安
全
に
設
置
で
き
る
場
所

な
ど
な
い
（
安
全
な
場
所
で
も

原
発
は
反
対
）
▼
先
日
大
河
ド

ラ
マ
〝
真
田
丸
〞
に
関
す
る
講

演
を
聞
い
た
。
詳
し
い
研
究
で

城
址
の
位
置
と
形
状
が
突
き
止

め
ら
れ
た
と
の
こ
と
。
大
阪
冬

の
陣
、
た
か
が
４
０
０
年
前
の

こ
と
で
あ
る
。
原
発
の
廃
炉
は

国
に
よ
る
10
万
年
の
管
理
が
必

要
と
。
冗
談
で
は
す
ま
な
い
、

正
面
か
ら
真
面
目
に
取
り
組
む

政
治
が
求
め
ら
れ
る
。 

（
無
）
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　 　　　 　　 阪神・淡路大震災から22年阪神・淡路大震災から22年 　　 　　　 　

一人ひとりの生活復興を一人ひとりの生活復興を

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
後

も
、
東
日
本
大
震
災
や
、
昨
年

４
月
の
熊
本
地
震
な
ど
、
多
く

の
災
害
が
起
こ
り
、
大
き
な
被

害
を
生
ん
で
い
る
。
こ
う
し
た

中
、
被
災
者
へ
の
支
援
施
策
は

不
十
分
な
ま
ま
で
あ
る
。

　

阪
神
・
淡
路
後
の
公
的
支
援

を
求
め
る
兵
庫
県
民
の
運
動
に

よ
り
、
被
災
者
生
活
再
建
支
援

法
が
成
立
し
、
２
０
０
７
年
に

２
度
目
の
改
正
が
行
わ
れ
、
支

援
額
は
最
高
３
０
０
万
円
の
支

は
総
会
目
標
の
２
０
７
０
人
を

突
破
し
、
保
団
連
の
年
間
組
織

拡
大
表
彰
で
組
織
上
昇
率
・
実

増
と
も
に
３
位
入
賞
を
果
た

し
、「
月
間
」
を
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

多
く
の
会
員
の
先
生
方
か
ら

の
、
新
規
開
業
や
近
隣
の
開
業

医
、
病
院
長
や
勤
務
医
、
ご
子

弟
な
ど
へ
の
紹
介
状
や
声
か
け

な
ど
の
ご
協
力
が
前
進
に
結
び

つ
き
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
診
療
報
酬
改
定
も

　

協
会
で
は
、
昨
年
10
月
か
ら

12
月
末
ま
で
期
間
を
延
長
し
て

「
秋
の
組
織
強
化
月
間
」
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
３
カ
月
間
で

81
人
の
入
会
を
得
て
７
３
２
７

人
と
な
り
過
去
最
高
の
会
員
現

勢
を
更
新
し
ま
し
た
。
歯
科
で

あ
り
、
改
定
研
究

会
を
は
じ
め
保
険

請
求
事
務
講
習

会
、
届
出
医
療
変

更
や
在
宅
点
数
に

特
化
し
た
研
究

会
、
歯
科
で
は
施
設
基
準
届
出

に
対
応
し
た
医
療
安
全
管
理
研

究
会
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究

会
を
行
い
、
多
く
の
先
生
方
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

会
員
の
要
求
に
応
え
る
活
動

と
し
て
、
新
規
開
業
医
研
究
会

や
開
業
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
開
業

サ
ポ
ー
ト
、
診
療
や
経
営
に
役

立
つ
多
彩
な
研
究
会
、
審
査
指

導
対
策
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
と
と

も
に
、
先
生
方
の
ラ
イ
フ
プ
ラ

ン
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
３
大
共
済

制
度
（
グ
ル
ー
プ
保
険
、
休
業

保
障
制
度
、
保
険
医
年
金
）
と

所
得
補
償
・
医
賠
責
に
加
え
、

新
た
に
損
保
商
品
の
集
団
扱
い

を
開
始
し
ま
し
た
。
ま
た
、
社

会
保
障
を
守
る
運
動
と
し
て

「
ス
ト
ッ
プ
！
患
者
負
担
増
」

の
署
名
行
動
、
市
民
向
け
の
ク

イ
ズ
チ
ラ
シ
や
ラ
ジ
オ
番
組
等

で
医
療
制
度
の
問
題
点
な
ど
の

Ｐ
Ｒ
活
動
を
積
極
的
に
す
す
め

ま
し
た
。

　

協
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る

「
頼
り
に
な
り
役
に
立
つ
、
会

員
に
な
っ
て
得
を
す
る
」
協
会

づ
く
り
を
さ
ら
に
推
進
し
、
総

会
目
標
７
３
５
０
人
の
早
期
達

成
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

先
生
方
の
よ
り
一
層
の
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ろ
う
。
福
島
県
か
ら
の
県
外
へ

の
「
自
主
避
難
者
」
の
一
部

は
、
家
賃
免
除
が
本
年
３
月
末

で
打
ち
切
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
、
熊
本
地
震
で
は
依

然
、
４
３
０
０
戸
が
応
急
仮
設

住
宅
で
、
被
災
者
は
不
自
由
な

暮
ら
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お

り
、
し
か
も
「
み
な
し
仮
設
」

入
居
者
は
、
そ
の
期
間
が
２
年

に
限
ら
れ
て
い
る
。

　

震
災
は
、
心
身
は
も
ち
ろ
ん

生
活
や
家
計
を
傷
つ
け
、
現
在

進
行
形
で
あ
り
、
国
は
い
ま

だ
、
被
災
者
を
救
済
し
き
れ
て

い
な
い
。「
被
災
者
生
活
再
建

支
援
法
」
の
抜
本
強
化
と
と
も

に
、
避
難
所
か
ら
、
仮
設
住

宅
、
復
興
住
宅
と
い
っ
た
た
び

重
な
る
転
居
を
強
い
、
さ
ら
に

退
出
を
迫
る
と
い
う
政
策
を
改

め
、
被
災
者
の
「
地
域
」
で
の

「
包
括
的
」
な
「
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
」
を
守
り
、
く
ら
し
の
再
建

を
最
優
先
す
べ
き
で
あ
る
。

　

阪
神
・
淡
路
、
東
日
本
、
熊

本
等
の
被
災
地
、
被
災
者
を
忘

れ
ず
、
訪
問
活
動
を
継
続
し
、

共
通
の
課
題
を
明
ら
か
に
す
る

と
と
も
に
、
防
災
・
減
災
意
識

と
活
動
を
再
確
認
し
よ
う
。

る
こ
と
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ

な
い
。

　

国
・
自
治
体
の
脆
弱
な
支
援

策
が
被
災
者
を
今
で
も
苦
し
め

て
い
る
。
兵
庫
県
・
神
戸
市
・

西
宮
市
は
「
借
り
上
げ
公
営
住

宅
」
か
ら
、
高
齢
化
し
た
被
災

者
と
家
族
を
退
去
さ
せ
る
政
策

を
強
め
て
い
る
。
す
で
に
神
戸

市
と
西
宮
市
は
、
転
居
を
拒
む

計
14
人
に
立
ち
退
き
裁
判
を
起

こ
し
て
お
り
、
自
治
体
が
被
災

者
を
訴
え
る
と
い
う
事
態
で
あ

る
。
兵
庫
県
弁
護
士
会
も
継
続

入
居
を
求
め
て
い
る
。

　

借
り
上
げ
住
宅
の
入
居
者

は
、
通
院
中
の
社
会
的
弱
者
が

大
半
で
あ
り
、
年
齢
で
画
一
的

に
判
定
し
転
居
を
強
い
る
こ
と

は
、
医
療
・
介
護
・
生
活
環
境

の
大
き
な
変
化
か
ら
、
被
災
者

に
新
た
な
心
身
の
「
災
害
」
を

生
み
出
し
か
ね
な
い
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
か
ら

も
、
ま
も
な
く
６
年
で
あ
る
。

依
然
13
万
人
以
上
が
避
難
生
活

を
強
い
ら
れ
て
お
り
、
半
数
を

占
め
る
「
み
な
し
仮
設
住
宅
」

が
「
借
り
上
げ
公
営
住
宅
」
に

移
行
す
れ
ば
、
将
来
、
兵
庫
県

と
同
様
の
問
題
が
発
生
す
る
だ

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
22

年
が
経
過
し
た
。
家
族
や
友

人
、
知
人
だ
け
で
な
く
、
家

財
、
思
い
出
、
地
域
で
の
生
活

を
失
っ
た
。
容
易
に
取
り
戻
す

こ
と
は
叶
わ
な
い
が
、
そ
ん
な

状
況
下
で
も
前
を
向
い
て
進
む

被
災
者
の
傷
が
少
し
で
も
癒
え

給
ま
で
前
進
し
た
。

　

ま
た
、
震
災
後
多
く
の
被
災

者
が
利
用
し
た
国
の
災
害
援
護

資
金
に
つ
い
て
は
、
返
済
に
行

き
づ
ま
る
被
災
者
が
多
い
中
、

返
済
免
除
規
定
が
適
用
さ
れ
る

と
い
う
前
進
を
勝
ち
と
っ
て
い

る
。
さ
ら
な
る
改
善
を
求
め
、

運
動
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

借
り
上
げ
公
営
住
宅
を
め
ぐ

っ
て
は
、
神
戸
市
と
西
宮
市
が

昨
年
、
20
年
の
入
居
期
限
を
理

由
に
、
入
居
者
14
人
を
提
訴
し

た
。

　

入
居
時
に
住
民
は
期
限
の
説

明
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
上
、

長
年
、
住
み
続
け
て
き
た
環
境

か
ら
高
齢
の
入
居
者
が
転
居
す

る
こ
と
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

喪
失
、
健
康
リ
ス
ク
を
生
み
出

す
。

　

宝
塚
市
や
伊
丹
市
は
入
居
者

全
員
の
継
続
入
居
を
決
め
、
兵

庫
県
も
一
定
条
件
の
も
と
で
希

望
者
の
継
続
入
居
を
認
め
て
い

る
。
神
戸
市
・
西
宮
市
の
対
応

は
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

　

協
会
は
、
住
民
の
健
康
相
談

を
行
う
な
ど
、
入
居
継
続
を
求

め
、
住
民
の
支
援
を
行
っ
て
い

る
。

震災22年目――

理事長　　西山　裕康

新たな心身の
　　「災害」うむな

談

話

会
員
数　

過
去
最
高
７
３
２
７
人
に

「
秋
の
組
織
強
化
月
間
」に

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

組織部長
宮武　博明

　

１
９
９
５
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら

22
年
。
節
目
と
な
る
１
月
17
日
に
は
、
県
内

各
地
で
メ
モ
リ
ア
ル
行
事
が
行
わ
れ
、
参
加

者
は
、
犠
牲
者
を
追
悼
し
、
被
災
者
一
人
ひ

と
り
の
生
活
再
建
を
実
現
し
よ
う
と
誓
っ

た
。
震
災
は
い
ま
だ
終
わ
ら
ず
、
昨
年
に
は

神
戸
市
・
西
宮
市
が
借
り
上
げ
公
営
住
宅
の

入
居
者
を
提
訴
し
、
強
制
退
去
を
迫
っ
て
い

る
。
建
物
解
体
に
よ
る
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
も

現
れ
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
各
地
の
被
災
地
と

連
帯
し
、
課
題
を
共
有
し
よ
う
と
の
取
り
組

み
も
行
わ
れ
た
。
勤
労
会
館
で
行
わ
れ
た
メ

モ
リ
ア
ル
集
会
に
は
３
０
０
人
が
集
ま
り
、

東
日
本
大
震
災
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
岩

手
県
陸
前
高
田
市
の
戸
羽
太
市
長
が
記
念
講

演
を
行
っ
た
。 

（
３
面
に
企
画
報
道
）

勤
労
会
館
で
行
わ
れ
た
メ
モ
リ
ア
ル

集
会
で
は
、
戸
羽
太
・
陸
前
高
田
市

長
が
講
演
し
た　
　
　
　
　
　
　
　

地
震
が
起
き
た
５
時
46
分
に
、
諏
訪
山
ビ
ー
ナ
ス
ブ
リ
ッ
ジ
で
は

１
５
０
人
が
黙
と
う
し
、
追
悼
と
被
災
者
の
生
活
再
建
へ
の
思
い

を
込
め
鐘
を
つ
い
た　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
ら
し
破
壊
す
る
借
り
上
げ
住
宅
追
い
出
し

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事

歯科定例研より
埋伏歯の矯正治療～医院連携の実践～㊤

研
面
究

阪神・淡路大震災22年メモリアル特集 ３面

８面

県の老削減案に抗議声明 ２面

２月２日　老縮小問題
　　９日　インプラント（仮）
　　16日　 口唇口蓋裂の子どもたちとの

関わり
　　23日　 震災復興借り上げ住宅追い出

し問題

「医療知ろう！」「医療知ろう！」

放送中!!放送中!!

ラジオ関西番組出演　ラジオ関西番組出演　毎週木曜19時25分～毎週木曜19時25分～

AM558kHz／1395kHz（但馬放送局）
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協
会
は
１
月
14
日
の
第
１
０

５
１
回
理
事
会
で
、
兵
庫
県
が

発
表
し
た
老
人
医
療
費
助
成
制

度
の
廃
止
案
に
対
し
て
、「
低

所
得
者
２
」
の
「
廃
止
」
に
強

く
反
対
す
る
と
の
声
明
（
下

記
）
を
採
択
し
、
報
道
機
関
各

社
に
送
付
し
た
。

　

県
は
、「
最
終
２
カ
年
行
財

政
構
造
改
革
推
進
方
策
﹇
最
終

２
カ
年
行
革
プ
ラ
ン
（
第
一
次

案
）﹈」
の
中
で
老
人
医
療
費
助

成
事
業
を
廃
止
し
、
新
制
度
に

切
り
替
え
る
と
し
て
い
る
。
し

か
し
、
新
制
度
の
内
容
は
基
本

的
に
現
行
制
度
と
変
わ
ら
ず
、

異
な
る
の
は
「
低
所
得
者
２
」

の
要
件
に
、「
要
介
護
２
以

上
」
が
追
加
さ
れ
る
こ
と
だ

け
。

　

こ
の
要
件
追
加
に
よ
る
影
響

に
つ
い
て
、
県
は
「
対
象
者
は

数
百
人
に
な
る
」
と
の
見
込
み

を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
見
込

み
は
昨
年
12
月
22
日
、
協
会
も

参
加
す
る
「
県
民
い
じ
め
の
行

革
ス
ト
ッ
プ
！
要
求
実
現
連
絡

会
」
が
毎
年
行
っ
て
い
る
県
と

の
懇
談
で
、
県
が
示
し
た
も

の
。

　

老
人
医
療
費
助
成
制
度
の
対

象
者
は
今
年
度
、「
低
所
得
者

１
」
が
１
万
２
千
人
、「
低
所

得
者
２
」
が
８
千
人
で
合
計
２

万
人
。
井
戸
県
政
が
ス
タ
ー
ト

し
た
２
０
０
１
年
に
は
20
万
人

い
た
対
象
者
は
、
す
で
に
10
分

の
１
に
削
減
さ
れ
て
い
る
（
上

図
）。
今
回
の
県
の
行
革
案
で

は
、「
低
所
得
者
２
」
は
８
千

人
か
ら
数
百
人
ま
で
削
減
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
ま
さ
に
実
質

的
な
廃
止
に
等
し
い
。

　

こ
の
廃
止
案
に
つ
い
て
、
県

は
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実

施
し
た
が
、
期
間
は
12
月
14
日

か
ら
１
月
６
日
ま
で
と
１
カ
月

も
な
か
っ
た
上
、
年
末
年
始
を

は
さ
み
、
す
で
に
終
了
し
て
い

る
。
協
会
は
い
ち
早
く
、
制
度

の
維
持
を
求
め
る
意
見
を
提
出

し
た
も
の
の
、
県
当
局
に
は
県

民
の
声
に
耳
を
傾
け
る
姿
勢
が

欠
け
て
い
る
。

　

協
会
は
、
１
月
16
日
か
ら
会

員
に
院
長
署
名
を
呼
び
か
け
て

お
り
、
集
ま
っ
た
署
名
を
１
月

19
日
に
県
当
局
に
提
出
し
た

（
次
号
、
詳
報
）。
ま
た
、
協

会
が
県
内
の
市
民
団
体
と
つ
く

る
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会
で

も
団
体
署
名
に
取
り
組
む
こ
と

を
決
定
し
て
い
る
。
予
算
案
が

審
議
さ
れ
る
２
月
議
会
に
向

け
、「
廃
止
」
案
の
撤
回
を
求

め
て
、
県
へ
の
働
き
か
け
を
強

め
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

◇
出
席　

23
人

◇
情
勢　

政
府
は
17
年
度
予
算

編
成
で
、
医
療
で
１
０
０
０
億

円
、
介
護
で
４
０
０
億
円
の
社

会
保
障
費
圧
縮
に
向
け
、
さ
ま

ざ
ま
な
負
担
増
を
打
ち
出
し
て

い
る
。
70
歳
以
上
の
高
額
療
養

費
制
度
に
つ
い
て
は
、
上
限
額

引
き
上
げ
や
外
来
特
例
の
縮
小

を
打
ち
出
し
た
。
年
収
３
７
０

万
円
未
満
の
住
民
税
課
税
世
帯

も
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。

◇
医
療
活
動
報
告　

①
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
に
よ
る
審
査
業
務
の
効
率

化
・
統
一
化
、
特
に
支
払
基
金

の
業
務
・
組
織
体
制
の
あ
り
方

な
ど
に
つ
い
て
、
政
府
の
規
制

改
革
推
進
会
議
や
厚
労
省
の
有

識
者
会
議
で
議
論
さ
れ
て
い
る

こ
と
、
②
日
高
医
療
セ
ン
タ
ー

（
豊
岡
市
）
を
無
床
化
す
る
計

画
が
公
立
豊
岡
病
院
組
合
議
会

（
12
／
５
）
で
見
送
ら
れ
た
こ

と
、
谷
垣
正
人
但
馬
支
部
長
ら

が
ベ
ッ
ド
の
必
要
性
を
訴
え
、

但
馬
支
部
と
し
て
も
反
対
署
名

に
協
力
し
て
き
た
こ
と
な
ど
が

報
告
さ
れ
た
。

◇
組
織
強
化
月
間
と
共
済
普
及

対
策　

歯
科
会
員
拡
大
に
つ
い

て
、
現
在
、
全
国
で
年
間
４
位

に
位
置
し
て
お
り
、
入
賞
を
目

指
し
て
よ
り
一
層
の
紹
介
・
声

か
け
な
ど
の
協
力
が
呼
び
か
け

ら
れ
た
。

◇
九
条
の
会
・
兵
庫
県
医
師
の

会　

４
／
９
（
日
）
に
西
谷
文

和
氏
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）
を

招
き
、「
戦
場
取
材
か
ら
み
た

戦
争
の
リ
ア
ル　

平
和
憲
法
の

可
能
性
（
仮
）」
を
行
う
こ
と

が
報
告
さ
れ
た
。

◇
１
／
14
理
事
会
特
別
討
論

「
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
誕
生
、
イ

ギ
リ
ス
Ｅ
Ｕ
離
脱
〜
２
０
１
７

年
日
本
と
世
界
は
ど
う
な
る

か
」
講
師
：
菊
池
英
博
氏

 

（
12
月
10
日　

理
事
会
よ
り
）

　

１
月
20
日
か
ら

第
１
９
３
回
通
常

国
会
が
始
ま
っ

た
。
次
年
度
予
算

案
の
審
議
が
中
心

に
な
る
。
安
倍
政
権
が
昨
年
末

閣
議
決
定
し
た
「
２
０
１
７
年

度
政
府
予
算
案
と
税
制
改
正
大

綱
」
は
社
会
保
障
費
の
大
幅
削

減
を
は
じ
め
と
し
て
、
国
民
生

活
を
さ
ら
に
苦
境
に
追
い
込
む

よ
う
な
内
容
が
数
多
く
含
ま
れ

て
お
り
、
容
認
し
が
た
い
。
徹

底
審
議
の
上
、
抜
本
的
な
見
直

し
を
要
求
し
た
い
。

　

安
倍
内
閣
が
17
年
度
予
算
案

で
削
減
の
標
的
に
し
て
い
る
の

は
、
社
会
保
障
費
で
あ
る
。
高

齢
化
等
に
よ
っ
て
当
然
必
要
な

自
然
増
分
を
、
当
初
予
算
の
６

４
０
０
億
円
か
ら
１
４
０
０
億

円
削
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に

沿
っ
て
、
今
年
は
医
療
・
介
護

「
高
齢
者
狙
い
撃
ち
」
と
強
い

批
判
が
あ
が
っ
て
い
る
。

　

政
府
の
狙
う
医
療
改
悪
は
こ

れ
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
社
会
保

障
費
の
自
然
増
は
毎
年
５
０
０

０
億
円
に
抑
え
込
む
と
し
て
、

来
年
以
降
も
、
高
齢
者
の
医
療

費
窓
口
負
担
や
介
護
利
用
料
の

を
維
持
す
る
た
め
〞
と
宣
伝
す

る
が
、
こ
れ
で
は
制
度
以
前
に

国
民
生
活
が
維
持
で
き
な
い
。

国
民
皆
保
険
制
度
と
憲
法
25
条

の
理
念
の
崩
壊
に
つ
な
が
る
。

　

予
算
案
の
歳
出
で
は
、
防
衛

費
の
伸
び
が
７
１
０
億
円
増
と

突
出
し
て
い
る
。
昨
年
沖
縄
で

の
自
己
負
担
の
月
額
上
限
額
の

引
き
上
げ
や
、
入
院
患
者
の
居

住
費
（
光
熱
水
費
）
自
己
負
担

化
、
後
期
高
齢
者
保
険
料
引
き

上
げ
（
軽
減
特
例
の
廃
止
）
な

ど
の
改
悪
が
計
画
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
負
担
増
は
と
り

わ
け
高
齢
者
層
に
き
び
し
く
、

負
担
率
引
き
上
げ
、「
か
か
り

つ
け
医
」
以
外
の
受
診
で
の
窓

口
負
担
上
乗
せ
、
市
販
品
類
似

薬
の
保
険
外
し
、
要
介
護
１
・

２
の
保
険
外
し
、
年
金
支
給
開

始
年
齢
の
引
き
上
げ
な
ど
の

「
実
施
を
め
ざ
す
」
と
し
て
い

る
。
政
府
は
〝
社
会
保
障
制
度

墜
落
事
故
を
起
こ
し
た
オ
ス
プ

レ
イ
の
購
入
費
や
大
学
な
ど
の

軍
事
研
究
へ
の
助
成
費
大
幅
増

額
な
ど
が
目
に
つ
く
。「
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
」
関
連
の
大
型
公
共

事
業
費
も
上
積
み
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
歳
入
で
は
、
大
企

業
向
け
の
「
研
究
開
発
減
税
」

を
さ
ら
に
拡
大
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
歳
入
・
歳
出

を
見
直
し
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
社
会
保
障
費
の
必
要
額
は

捻
出
で
き
る
は
ず
だ
。

　

今
国
会
で
は
、
市
民
運
動
の

弾
圧
に
悪
用
さ
れ
か
ね
な
い

「
共
謀
罪
」
法
案
も
提
出
さ
れ

る
と
い
う
。
平
和
・
人
権
・
社

会
保
障
を
守
る
た
め
の
節
目
と

な
る
国
会
で
あ
る
と
言
え
る
。

署
名
活
動
や
国
会
要
請
行
動
を

通
じ
て
、
会
員
・
国
民
の
声
を

新
国
会
に
届
け
る
よ
う
、
運
動

を
強
め
よ
う
。

新
国
会
に

国
民
の
声
を
届
け
よ
う

平
和
・
人
権
・
社
会
保
障
を
守
る
た
め

　昨年12月13日の米軍輸送機「オスプレイ」が沖縄県名護市沿岸に墜落した事故
とその後の日米両政府の対応を受け、協会は１月14日の第1051回理事会で下記
の抗議声明を採択し、関係各機関に送付した。

 2017年１月14日
 兵庫県保険医協会第1051回理事会
 理事長　西山　裕康

オスプレイの飛行再開を強行したオスプレイの飛行再開を強行した
日米両政府に強く抗議する日米両政府に強く抗議する

　12月13日に発生したオスプレイ墜落事故をめぐる一連の対応は、沖縄県民や日
本国民の安全をないがしろにする暴挙であり、日米両政府に対し強く抗議する。
　今回の事故は、12月13日、米軍普天間基地所属のオスプレイが空中給油を受け
る訓練中に起こり、名護市の沿岸に墜落する大事故となったが、いまだ事故原因
の特定には至っていない。そうした中で米軍は12月19日にオスプレイの飛行再
開、１月６日には事故の原因となった給油訓練を再開させた。空中給油について
は、陸地上空での実施も否定しておらず、住民を巻き込む重大事故につながるお
それがある。安全性の確認のないままの飛行再開に対して、米軍基地が集中する
沖縄県民をはじめ、日本国民に不安と憤りが広がっている。
　在沖海兵隊司令官のローレンス・ニコルソン中将は、墜落後の抗議に訪れた安
慶田沖縄県副知事に対して、「住民に被害を与えなかったことに感謝するべき」
「翁長知事はパイロットにメダルをあげるべきだ」と驚くべき発言をした。安慶
田副知事が「植民地意識丸出し」と述べたように、米軍が日本と沖縄県をどのよ
うに見ているかを示す、象徴的な発言にほかならない。
　それ以上に見過ごせないのは日本政府の対応である。米軍の飛行再開方針を受
けて菅官房長官や稲田防衛大臣は合理的理由も提示せずに、「理解できる」と即
座に容認した。これは自国民の安全よりも米軍の都合を優先させるもので、主権
国家の政府としてあるまじき態度だと指摘せざるを得ない。
　安倍政権は、常々「国民の生命と財産を守る」ことを大義名分に、集団的自衛
権の行使容認と安保法制の整備など軍事力の強化にいそしんでいるが、国民の安
全が脅かされる墜落事故に際し、何ら実効性のある措置を取ろうとしていない。
これは安倍政権下の「防衛力強化」が、国民の保護ではなく戦争する国づくりを
第一義とするものであることを端的に表している。
　われわれは、人間の生命と健康を守る医師・歯科医師の団体として、国民の健
康と生命を脅かすオスプレイの飛行再開に断固反対する。日本政府には日米同盟
最優先の態度を改め、事故原因の究明を米軍に要求するよう、強く求める。

県
行
革
最
終
２
カ
年
プ
ラ
ン
第
一
次
案

老
人
医
療
費
助
成
制
度

「
低
所
得
者
２
」の「
廃
止
」に
強
く
反
対
す
る

協
会　

理
事
会
声
明
を
発
表

○○老老
対
象
者
削
減
案
は
撤
回
を

対
象
者
削
減
案
は
撤
回
を
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図　対象者数の推移

抗議声明

　

兵
庫
県
は
、
昨
年
末
「
最
終

２
カ
年
行
財
政
構
造
改
革
推
進

方
策
﹇
最
終
２
カ
年
行
革
プ
ラ

ン
（
第
一
次
案
）﹈」
を
発
表

し
、
こ
の
中
で
老
人
医
療
費
助

成
事
業
を
廃
止
し
、
新
制
度
に

切
り
替
え
る
と
し
て
い
る
。
旧

制
度
か
ら
新
制
度
へ
の
、
実
際

上
の
変
更
点
は
、
現
行
制
度
の

「
低
所
得
者
２
」
の
所
得
制
限

に
、
さ
ら
に
「
要
介
護
２
以

上
」
と
い
う
身
体
的
条
件
を
追

加
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

県
当
局
は
、
現
在
の
「
低
所

得
者
２
」
対
象
者
約
８
千
名
に

対
し
て
、
新
制
度
で
の
対
象
者

は
数
百
人
程
度
に
な
る
と
の
見

込
み
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ

は
、
実
質
的
な
「
低
所
得
者

２
」
区
分
の
廃
止
に
ほ
か
な
ら

な
い
。
そ
も
そ
も
「
低
所
得
者

２
」
の
所
得
制
限
は
、「
①
市

町
村
民
税
非
課
税
世
帯
で
、
②

本
人
の
年
金
収
入
を
加
え
た
所

得
が
80
万
円
以
下
」
と
い
う
も

の
で
、
生
活
保
護
水
準
以
下
の

低
所
得
者
を
対
象
に
し
て
い

る
。
こ
れ
に
さ
ら
に
「
要
介
護

２
以
上
」
な
ど
と
い
う
条
件
を

つ
け
る
必
要
が
ど
こ
に
あ
る
の

か
。
ま
さ
に
、
廃
止
の
た
め
の

要
件
強
化
と
い
わ
ざ
る
を
得
な

い
。

　

県
が
掲
げ
る
「
健
康
寿
命
の

延
長
」
や
、「
元
気
な
高
齢
者

の
増
加
」
な
ど
は
、「
低
所
得

者
２
」
廃
止
の
理
由
に
は
な
ら

な
い
。
こ
れ
ま
で
制
度
が
想
定

し
て
い
た
の
は
、
月
額
５
万
円

程
度
の
年
金
で
は
生
活
す
る
こ

と
が
難
し
く
低
賃
金
の
パ
ー
ト

タ
イ
ム
労
働
な
ど
を
し
て
い
る

高
齢
者
だ
っ
た
。
今
回
の
要
件

強
化
で
、
こ
う
し
た
高
齢
者
が

医
療
費
負
担
を
敬
遠
し
て
受
診

抑
制
を
行
え
ば
、
疾
病
の
重
篤

化
を
招
く
こ
と
に
な
る
。
こ
れ

ら
の
人
々
に
わ
ず
か
で
も
医
療

費
を
補
助
し
、
受
診
を
促
す
こ

と
に
は
、
疾
病
の
重
篤
化
と
そ

れ
に
よ
る
就
業
困
難
を
防
ぎ
、

生
活
を
守
る
と
い
う
大
き
な
意

義
が
あ
る
。

　

井
戸
知
事
の
も
と
で
、
老
人

医
療
費
助
成
制
度
は
、
５
回
に

わ
た
る
所
得
制
限
の
強
化
が
行

わ
れ
、
対
象
者
は
、
前
県
知
事

時
代
の
20
万
人
か
ら
10
分
の
１

の
２
万
人
ま
で
削
減
さ
れ
て
き

た
。

　

地
域
医
療
の
拡
充
を
望
む
開

業
医
師
・
歯
科
医
師
の
団
体
と

し
て
当
会
は
、
こ
れ
以
上
の
老

人
医
療
費
助
成
制
度
の
改
悪
に

は
断
固
反
対
す
る
も
の
で
あ

り
、「
低
所
得
者
２
」
へ
の
身

体
条
件
の
追
加
は
、
撤
回
す
る

こ
と
を
強
く
求
め
る
も
の
で
あ

る
。

声明全文
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赤
穂
郡
・
歯
科　
　

白
岩　

一
心

て
、
再
開
発
に
よ
り
立
派

な
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
が
建
設

さ
れ
た
が
、
人
口
は
減
少

し
続
け
、
に
ぎ
わ
い
は
戻

っ
て
い
な
い
。
参
加
者

は
、
大
正
筋
商
店
街
や
鉄

人
広
場
な
ど
を
訪
れ
、
住

民
が
力
を
あ
わ
せ
、
ま
ち

お
こ
し
を
続
け
て
い
る
こ

と
な
ど
を
学
ん
だ
。

　

ウ
ォ
ー
ク
後
に
は
、
借

上
復
興
住
宅
弁
護
団
の
大

田
悠
記
弁
護
士
が
、「
震

災
と
人
権
」
に
つ
い
て
講

演
し
た
他
、
熊
本
市
、
仙

台
市
か
ら
の
参
加
者
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
の
被
災
地
の
現

状
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　

17
日
午
前
に
は
、
メ
モ

リ
ア
ル
企
画
「
長
田
の
つ

ど
い　

22
年
目
ひ
と
、
ま

ち
、
く
ら
し
」
が
行
わ

れ
、
１
１
０
人
が
、
22
年

前
焼
け
野
原
に
な
っ
た
新

長
田
駅
周
辺
を
歩
い
た
。

協
会
神
戸
支
部
も
参
加
す

る
震
災
復
興
長
田
の
会
の

主
催
。

　

長
田
は
、〝
創
造
的
復

興
〞
の
典
型
事
業
と
し

メモリアルメモリアル
ウォークウォーク

22
年
目
の
長
田
の

ま
ち
を
歩
く

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
22
年
に

あ
た
り
、
開
催
さ
れ
た
メ
モ
リ

ア
ル
企
画
の
模
様
を
紹
介
す

る
。

　

神
戸
市
勤
労
会
館
で
行
わ
れ

た
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
22
年

メ
モ
リ
ア
ル
集
会
」
に
は
、
会

場
い
っ
ぱ
い
の
約
３
０
０
人
が

参
加
。
保
団
連
か
ら
住
江
憲
勇

保
団
連
会
長
が
参
加
し
た
。
主

催
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
救

援
・
復
興
県
民
会
議
（
復
興
県

民
会
議
、
合
志
至
誠
兵
庫
協
会

名
誉
理
事
長
が
代
表
委
員
）。

　

住
江
憲
勇
会
長
が
全
国
災
対

連
代
表
世
話
人
と
し
て
連
帯
の

い
と
し
て
や
っ
と
の
思
い
で
移

り
住
ん
で
き
た
被
災
者
を
無
理

や
り
追
い
出
す
の
は
、
基
本
的

人
権
を
踏
み
に
じ
る
行
為
で
あ

り
、
断
じ
て
許
さ
れ
な
い
。
被

災
者
に
よ
り
そ
う
施
策
を
行
政

が
行
っ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と

が
、
被
災
者
を
今
も
苦
し
め
続

け
て
い
る
」
と
批
判
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
兵
庫

県
の
被
災
者
・
県
民
が
運
動
を

続
け
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
被
災

者
生
活
再
建
支
援
法
が
で
き
、

そ
の
後
の
東
日
本
大
震
災
や
熊

本
地
震
で
の
生
活
再
建
に
役
立

っ
て
い
る
と
感
謝
の
意
を
示
し

た
。
そ
し
て
、
現
在
最
高
３
０

０
万
円
の
支
援
金
の
５
０
０
万

円
へ
の
引
き
上
げ
や
、
住
宅
再

建
費
用
の
国
に
よ
る
全
額
負
担

な
ど
を
、
引
き
続
き
求
め
て
い

こ
う
と
訴
え
た
。

　

参
加
者
は
、
継
続
入
居
を
希

望
す
る
借
り
上
げ
公
営
住
宅
入

居
者
に
継
続
入
居
を
認
め
る
こ

と
や
、
被
災
者
生
活
再
建
支
援

法
を
見
直
し
、
半
壊
・
一
部
損

壊
家
屋
へ
適
用
す
る
こ
と
な
ど

を
求
め
る
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し

た
。記

念
講
演

陸
前
高
田
市
長
が
講
演

被
災
者
に
よ
り
そ
う

支
援
策
を

　

東
日
本
大
震
災
で
住
民
１
７

５
７
人
、
職
員
１
１
１
人
が
犠

牲
と
な
っ
た
、
岩
手
県
陸
前
高

田
市
の
戸
羽
太
市
長
が
「
陸
前

高
田
市
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か

ら
」
と
題
し
記
念
講
演
を
行
っ

く
の
住
民
が
戻
っ
て
き
て
お
ら

ず
、
復
興
も
全
然
進
ん
で
い
な

い
と
現
状
を
語
っ
た
。
ま
た
、

津
波
で
多
く
の
住
民
や
職
員
が

犠
牲
に
な
っ
た
要
因
と
し
て
、

「
当
時
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

で
津
波
は
大
き
く
て
も
２
ｍ
ほ

ど
と
予
測
さ
れ
て
お
り
、
地
震

発
生
後
も
多
く
の
住
人
が
高
台

に
逃
げ
ず
、
安
全
だ
と
思
っ
た

避
難
施
設
で
多
く
の
方
が
犠
牲

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
悔
や

ん
だ
。
今
の
日
本
は
ど
こ
で
も

災
害
が
起
こ
り
う
る
と
し
、
日

頃
か
ら
自
分
た
ち
の
命
を
守
る

た
め
に
ど
う
し
た
ら
良
い
か
を

皆
で
考
え
て
ほ
し
い
と
訴
え

た
。

　

ま
た
、
復
興
に
際
し
、
国
は

「
被
災
者
に
よ
り
そ
っ
て
」
と

口
で
は
言
う
が
、
国
が
行
う
縦

割
り
行
政
で
の
支
援
で
は
、
支

援
物
資
が
届
か
ず
、
全
く
被
災

者
や
被
災
地
に
よ
り
そ
っ
て
い

な
か
っ
た
と
語
り
、
被
災
者
の

視
点
に
立
っ
た
施
策
が
必
要
だ

と
強
調
。
住
民
の
一
人
ひ
と
り

を
笑
顔
に
す
る
こ
と
が
政
治
の

本
来
の
仕
事
だ
と
し
た
。

　

借
り
上
げ
公
営
住
宅
か
ら
の

追
い
出
し
問
題
に
も
同
氏
は
触

れ
、「
神
戸
だ
け
に
起
き
る
問

題
で
は
な
い
。
被
災
者
に
と
っ

て
住
ま
い
は
非
常
に
大
切
な
も

の
で
あ
り
、
自
治
体
に
よ
る
被

災
者
の
追
い
出
し
な
ど
、
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
。
本
当
の
復
興

は
、
被
災
者
が
前
向
き
に
生
き

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
だ
。

同
じ
被
災
地
の
長
と
し
て
、
意

見
を
伝
え
た
い
」
と
し
た
。

　

最
後
に
、「
今
後
も
市
民
一

人
ひ
と
り
が
将
来
へ
の
希
望
を

持
ち
、
夢
を
語
り
、
す
べ
て
の

人
が
差
別
さ
れ
る
こ
と
が
な

く
、
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
陸
前
高

田
市
の
実
現
に
向
け
て
、
邁
進

し
て
い
き
た
い
」
と
決
意
を
表

明
し
た
。

　

平
成
７
年
（
１
９
９
５
年
）

１
月
17
日
早
朝
の
阪
神
・
淡
路

大
震
災
か
ら
、
22
年
を
迎
え
ま

し
た
。
被
災
さ
れ
た
方
々
へ
の

お
見
舞
い
と
、
犠
牲
と
な
ら
れ

た
皆
さ
ま
へ
哀
悼
の
気
持
ち
を

捧
げ
ま
す
。
私
の
住
む
西
播
磨

に
は
、
避
難
さ
れ
て
こ
ら
れ
た

方
々
が
、
今
も
な
お
多
く
滞
在

さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

見
え
る
復
興
は
進
ん
で
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
県
全
域

に
避
難
さ
れ
た
方
々
、
そ
し
て

親
兄
弟
姉
妹
、
親
族
を
失
っ
た

人
た
ち
の
悲
し
み
は
、
何
年
経

過
し
て
も
消
し
去
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
西
播
磨
の
あ
ら
ゆ

る
火
葬
場
に
、
阪
神
間
の
被
災

地
か
ら
来
ら
れ
た
方
が
、
親
族

の
火
葬
の
た
め
列
を
な
し
た
光

景
は
、
決
し
て
忘
れ
ら
れ
な
い

悲
痛
な
思
い
出
で
す
。

　

私
は
、
避
難
さ
れ
た
方
々
へ

の
歯
科
医
療
を
通
し
て
、
歯
科

医
師
と
し
て
多
く
の
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。
現
地
医
療
に
携
わ

る
こ
と
だ
け
が
被
災
地
医
療
で

は
な
く
、
行
き
場
を
失
っ
た
避

難
者
の
方
々
の
医
療
に
従
事
す

る
こ
と
も
、
被
災
地
医
療
な
ん

だ
と
深
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

休
診
し
て
阪
神
間
に
駆
け
つ

け
た
医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤

師
の
先
生
方
を
う
ら
や
ま
し
い

と
感
じ
つ
つ
、
地
元
西
播
磨
の

歯
科
医
療
に
、
早
朝
か
ら
深
夜

ま
で
、
必
死
で
務
め
る
こ
と

も
、
今
で
は
、
被
災
地
医
療
に

関
わ
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と

思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
教
訓
は
、
た
び
重
な
る

台
風
被
害
や
暴
風
雨
に
よ
る
河

川
氾
濫
の
と
き
の
医
療
に
も
通

じ
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
被

災
現
地
に
い
な
く
て
も
、
地
元

の
医
療
に
貢
献
す
る
こ
と
も
被

災
地
医
療
に
関
与
し
て
い
る
ん

だ
と
何
度
も
気
づ
か
さ
れ
ま
し

た
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
、
東
日

本
大
震
災
、
熊
本
大
震
災
と
大

き
な
災
害
で
大
き
く
問
わ
れ
る

の
は
、
い
つ
も
共
助
、
つ
ま
り

助
け
合
い
の
精
神
で
す
が
、
本

当
に
機
能
す
べ
き
は
公
助
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？　

政
府
や

行
政
の
公
的
支
援
策
こ
そ
が
、

一
番
大
切
な
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　

例
え
ば
、
借
り
上
げ
復
興
住

宅
か
ら
の
行
政
の
追
い
出
し
命

令
は
、
自
助
す
な
わ
ち
自
己
責

任
の
押
し
付
け
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　

今
一
度
、
社
会
保
障
の
原
点

が
問
わ
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
今
後
も
、
公
助
の
充
実
を

徹
底
的
に
訴
え
て
、
主
権
者
で

あ
る
国
民
の
悲
痛
な
叫
び
や
真

実
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、

あ
ら
ゆ
る
運
動
に
参
加
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

改
め
て
、
22
年
メ
モ
リ
ア
ル

に
寄
せ
て
、
尊
い
多
く
の
犠
牲

者
の
皆
さ
ま
に
哀
悼
の
念
を
捧

げ
ま
す
。

集まった300人は、借り上げ住宅の継続入居
などを求めるアピールを採択した 　　　　

商店主から震災時の思い出を
聞く参加者　　　　　　　　

阪神・淡路
大震災22年

被
災
者
の
終
の
棲
家
守
ろ
う

メ
モ
リ
ア
ル
集
会

メ
モ
リ
ア
ル
集
会

会 員 投会 員 投 稿稿

阪
神
・
淡
路
大
震
災

22
年
メ
モ
リ
ア
ル
に
寄
せ
て

「休業保障制度」ご加入の先生へ

•必ず第三者の医師に受診してください。（受診後の休業に対
し保障します）

•柔道整復師（はり・きゅう）等による施術は給付対象外です。
•休業中は診療行為はせず、完全にお仕事を休んでください。
　※ 自宅療養、代診をおいても給付されますので、忘れず申請

してください。

休業されたら、休業されたら、
　　すぐ共済部までご連絡ください　　すぐ共済部までご連絡ください

日　時　２月４日（土）17時～　会　場　協会５階会議室

講　師　洛和会丸太町病院 救急総合診療科 副部長　上田　剛士先生

参加費　無　料

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1803まで

非器質性・心因性疾患を身体診察で
診断するためのエビデンス

第525回診療内容向上研究会診療内容向上研究会

　非器質性・心因性疾患を診断するためには、器質的疾患の除外が必要です。し
かし無数の器質的疾患の除外を行うことは多大な労力を必要とします。そこで身
体診察を駆使し非器質性・心因性疾患を積極的に診断することが重要です。
　診察室での目線は精神疾患を疑うきっかけになりますし、診察室でのため息は
心理社会的背景を確認する必要性を示唆します。転換性障害による脱力では
Hoover徴候などにより協調運動を検出することで確定診断が可能です。心因性非
てんかん性けいれん発作は、目を閉じていること、両側性痙攀なのに意識がある
こと、左右交互の動き、骨盤の動きがあれば強く疑います。腹痛患者で腹部診察
時に目をつぶっていることは機能性疾患を疑います。非器質性視力障害はちょっ
とした工夫で見抜くことができます。
　非器質性・心因性疾患を身体診察で確定診断できれば、施行する検査や患者へ
の説明が大きく変わることと思います。 【上田　記】

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

 

申
し
上
げ
ま
す

蘆
田　
　

寛
先
生

準
会
員　

外
科

１
月
２
日 

享
年
68
歳

あ
い
さ
つ
を
行
い
、

「
阪
神
・
淡
路
大
震
災

か
ら
22
年
が
経
つ
今

も
、
借
り
上
げ
公
営
住

宅
か
ら
の
追
い
出
し
問

題
が
被
災
者
を
苦
し
め

て
い
る
。
避
難
所
や
仮

設
住
宅
か
ら
終つ

い

の
住
ま

た
。

　

戸
羽
市
長

は
、「
震
災
復

興
」
と
言
う

が
、
東
日
本
大

震
災
か
ら
ま
も

な
く
６
年
と
な

る
現
在
で
も
多

住江憲勇保団連会長が
被災者の生活再建を求
めていこうと訴えた　
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保険医年金保険医年金
休業保障制度休業保障制度

グループ保険グループ保険団体定期
生命保険 

■ 団体保険だから断然安い保険料
■ 最高5000万円の高額保障
■ 配偶者1000万円セット加入あり

■ 過去７年の平均配当率46％
■ 最長75歳まで保障
■ いつでも増額･減額OK

保険の見直しに効きます！
ネット生保と比べてみてください

傷病時の休業に備えて
非営利の共済が有利です

受付期間はお問い合せください

積立金総額１兆２千億円
中長期の資産運用に

協会の積立年金
従業員も加入ＯＫ！

自在性が魅力！ １口単位で解約・
中断・再開が可能

個人年金保険料控除がとれる個人
年金型と自在性の一般型

１月から制度改善を実施
66～ 70歳の最高保障額を、
3000万円に引き上げました。

―保険医協会の共済制度がお勧めです！―

割安掛金が満期まで上がりません
脱退一時金、弔慰金給付あり

２０１７年(平成２９年)１月２５日(毎月３回５・15・25日発行) 第１８３５号 （４）

　

「
保
険
で
良
い
歯
科
医
療

を
」
全
国
連
絡
会
は
12
月
８

日
、
東
京
・
国
会
議
員
会
館
で

第
３
回
歯
科
技
工
問
題
を
考
え

る
懇
談
会
を
開
催
し
、
中
央
要

請
行
動
を
行
っ
た
。
兵
庫
協
会

　

明
石
支
部
は
12
月
10
日
、
明

石
市
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン「Ship 

Shape

」
で
、
毎
年
恒
例
で

６
回
目
と
な
る
ク
リ
ス
マ
ス
パ

ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し
、
会
員
や

ス
タ
ッ
フ
、
家
族
ら
43
人
が
参

加
し
た
。
今
年
も
ゲ
ス
ト
と
し

て
、
ト
リ
ッ
カ
ー
・
ロ
キ
氏
ら

２
人
の
プ
ロ
マ
ジ
シ
ャ
ン
を
招

き
、
参
加
者
は
そ
の
手
か
ら
繰

り
出
さ
れ
る
華
麗
な
マ
ジ
ッ
ク

を
楽
し
ん
だ
。
ま
た
、
豪
華
景

品
が
当
た
る
ビ
ン
ゴ
大
会
も
行

い
、
参
加
者
か
ら
は
ビ
ン
ゴ
の

数
字
に
一
喜
一
憂
す
る
声
が
た

び
た
び
上
が
っ
て
い
た
。
樫
林

歯
科
ス
タ
ッ
フ
の
ご
家
族
の
感

想
を
紹
介
す
る
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
に

参
加
し
ま
し
た
。

　

料
理
は
と
っ
て
も
お
い
し
か

っ
た
し
、
食
べ
な
が
ら
ロ
キ
さ

ん
と
そ
の
お
友
達
の
マ
ジ
ッ
ク

を
見
れ
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た

で
す
。

　

マ
ジ
ッ
ク
を
見
て
い
て
一
番

び
っ
く
り
し
た
の
は
、
手
の
中

に
あ
っ
た
ト
ラ
ン
プ
の
束
が
透

明
に
な
る
マ
ジ
ッ
ク
で
す
。
シ

ャ
ッ
フ
ル
し
て
か
ら
手
の
中
に

入
れ
た
の
に
、「
な
ん
で
だ
ろ

　

明
石
支
部
は
11
月
23
日
、
第

７
回
と
な
る
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア

ー
「
紅
葉
と
芸
術
の
秋
！　

京

和
菓
子
作
り
体
験
」
を
開
催
し

た
。
医
師
・
歯
科
医
師
や
ス
タ

ッ
フ
ら
30
人
が
参
加
し
、
秋
の

京
都
を
満
喫
し
た
。
今
井
泌
尿

器
科
ス
タ
ッ
フ
ご
家
族
の
感
想

を
紹
介
す
る
。

　

バ
ス
ツ
ア
ー
に
参
加
し
ま
し

た
。
私
が
一
番
楽
し
み
に
し
て

い
た
の
は
「
甘
春
堂
」
で
の
京

和
菓
子
作
り
体
験
で
す
。
和
菓

子
作
り
は
簡
単
そ
う
に
見
え

て
、
実
は
す
ご
く
む
ず
か
し
い

の
で
す
。
細
か
い
作
業
が
多

く
、
限
ら
れ
た
時
間
に
、
早
く

キ
レ
イ
に
し
な

い
と
い
け
な
か

っ
た
の
で
、
職

人
さ
ん
に
し
か

で
き
な
い
こ
と

が
分
か
り
ま
し

た
。
で
も
、
和

菓
子
作
り
を
し

た
こ
と
が
な
か

っ
た
の
で
、
と

て
も
楽
し
か
っ

た
で
す
。

　

次
に
、
流
れ

橋
（
上
津
屋

橋
）
見
学
で
し

た
。「
流
れ

橋
」
と
書
い
て

の
で
み
ん
な
で
楽
し
く
食
べ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
は
少

し
野
菜
が
苦
手
だ
っ
た
け
れ

ど
、
お
い
し
い
料
理
が
並
ん
で

い
た
の
で
、
苦
手
な
野
菜
も
た

く
さ
ん
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ

な
野
菜
を
食
べ
た
い
で
す
。

　

次
に
、
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
か
ら

の
紅
葉
で
す
。
私
は
ケ
ー
ブ
ル

カ
ー
に
乗
っ
た
こ
と
が
な
か
っ

た
の
で
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た

で
す
。
紅
葉
を
観
れ
た
こ
と
も

す
ご
く
良
か
っ
た
で
す
。
ま
た

紅
葉
を
観
に
行
き
た
い
で
す
。

　

最
後
に
大
山
崎
山
荘
美
術
館

に
行
き
ま
し
た
。
ク
ロ
ー
ド
・

モ
ネ
の
作
品
を
見
て
美
術
と
は

ど
う
い
う
も
の
か
を
学
べ
た
の

で
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。

　

ま
た
次
回
の
バ
ス
ツ
ア
ー
に

も
参
加
し
た
い
で
す
。

【
明
石
市　

今
井
泌
尿
器
科
ス

タ
ッ
フ
家
族　

 

藤
谷　

彩
花
（
11
歳
）】

あ
っ
た
の
で
楽
し
み
で
し
た
。

行
っ
て
み
る
と
高
く
て
こ
わ
か

っ
た
で
す
。
で
も
あ
ま
り
橋
を

渡
っ
た
り
し
な
い
の
で
、
と
て

も
良
い
思
い
出
に
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
昼
食
の
京
野
菜
の
バ

イ
キ
ン
グ
で
は
、
友
達
も
い
た

う
!?
」
と
、
と
て
も

驚
き
ま
し
た
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー

テ
ィ
ー
は
あ
っ
と
い

う
間
に
終
わ
っ
て
し

ま
い
、「
も
っ
と
マ

ジ
ッ
ク
が
見
た
か
っ

た
な
〜
」
と
思
い
ま

し
た
。

　

ま
た
行
け
た
ら
い

い
な
と
思
い
ま
す
。

【
明
石
市
・
樫
林
歯

科
ス
タ
ッ
フ
家
族　

 

渡
辺
こ
と
み（
13
歳
）】

か
ら
は
、「
保
険
で
よ
り
良
い

歯
科
医
療
を
」
兵
庫
連
絡
会
代

表
世
話
人
の
吉
岡
正
雄
協
会
副

理
事
長
、
世
話
人
の
加
藤
擁
一

協
会
副
理
事
長
が
参
加
。
他

に
、
兵
庫
連
絡
会
か
ら
、
歯
科

技
工
士
の
雨
松
真
希
人
氏
（
全

国
連
絡
会
会
長
）
と
斎
藤
宣
明

氏
が
出
席
し
た
。

　

懇
談
会
に
は
、
全
国
か
ら
歯

科
医
師
、
歯
科
技
工
士
、
国
会

を
明
ら
か
に
し
、
保
険
技
工
物

の
現
行
料
金
が
歯
科
技
工
士
・

所
の
希
望
価
格
の
６
〜
７
割
程

度
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
原
因
と
し

て
、「
歯
科
技
工
所
間
の
ダ
ン

ピ
ン
グ
競
争
」
や
「
歯
科
医
院

に
よ
る
値
下
げ
要
請
」
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
と
し
た
。

　

フ
ロ
ア
か
ら
の
発
言
で
は
斎

藤
氏
が
「
大
手
ラ
ボ
の
ダ
ン
ピ

ン
グ
を
止
め
な
い
と
経
営
者
を

育
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
国

は
実
態
を
把
握
し
て
い
る
の

か
、
補
綴
を
作
る
医
療
人
と
し

て
訴
え
た
い
」
と
し
た
。

厚
労
省
・

国
会
議
員
へ
要
請

　

厚
生
労
働
省
へ
の
要
請
で

は
、
保
団
連
ア
ン
ケ
ー
ト
で
明

ら
か
に
な
っ
た
歯
科
技
工
士
の

低
賃
金
・
長
時
間
労
働
へ
の
認

識
を
た
だ
し
、
労
働
時
間
と
原

価
計
算
に
基
づ
い
た
製
作
技
工

・
保
険
点
数
の
決
定
プ
ロ
セ
ス

の
確
立
と
、
実
効
性
あ
る
委
託

技
工
の
取
引
ル
ー
ル
の
明
確
化

を
求
め
た
。

　

厚
労
省
側
は
歯
科
技
工
の
現

状
に
つ
い
て
「
厳
し
い
と
認
識

し
て
い
る
」
と
認
め
た
。
ま

た
、
連
絡
会
が
、
厚
生
労
働
科

学
研
究
の
労
働
実
態
調
査
に
つ

い
て
、CA

D/CA
M

シ
ス
テ
ム

へ
誘
導
し
零
細
歯
科
技
工
所
を

淘
汰
す
る
意
図
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
危
惧
を
示
し
た
と
こ

ろ
、「CAD/CAM

シ
ス
テ
ム
に

特
化
し
す
ぎ
た
の
で
軌
道
修
正

し
、
次
回
の
懇
談
で
は
結
論
を

報
告
し
た
い
」
と
し
た
。

　

ま
た
、
厚
労
省
は
ダ
ン
ピ
ン

グ
の
実
態
の
調
査
・
把
握
を
し

て
い
な
い
こ
と
を
認
め
、
連
絡

会
か
ら
は
公
益
性
あ
る
保
険
診

療
の
中
で
歯
科
技
工
を
市
場
取

引
に
委
ね
て
い
る
こ
と
こ
そ
が

値
下
げ
競
争
の
問
題
の
根
本
に

あ
る
の
で
、
次
回
懇
談
ま
で
に

是
正
策
を
検
討
す
る
よ
う
求
め

た
。

　

兵
庫
選
出
国
会
議
員
へ
の
陳

情
で
は
、
厚
生
労
働
委
員
会
で

歯
科
技
工
問
題
に
つ
い
て
質
問

し
た
日
本
共
産
党
の
堀
内
照
文

衆
院
議
員
と
、
民
進
党
の
井
坂

信
彦
衆
院
議
員
と
面
談
し
た
。

　

堀
内
氏
は
、「CAD/CAM

シ

ス
テ
ム
で
合
理
化
し
て
も
、
ダ

ン
ピ
ン
グ
に
拍
車
を
か
け
る
だ

け
。
歯
科
技
工
の
保
険
点
数
と

価
格
を
い
か
に
適
正
に
し
て
い

く
か
が
必
要
だ
」
と
し
、
井
坂

氏
は
懇
談
会
の
あ
い
さ
つ
で

「
電
通
の
過
労
自
殺
が
あ
っ
た

よ
う
に
長
時
間
労
働
は
放
っ
て

お
け
な
い
。
民
進
党
の
参
議
院

選
挙
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
、
歯
科

技
工
士
の
賃
金
・
労
働
時
間
等

の
就
労
環
境
を
改
善
し
、『
製

作
技
工
に
要
す
る
費
用
』
の
考

え
方
を
明
確
に
す
る
こ
と
を
盛

り
込
ん
だ
」
と
し
た
。

感 想 文

プロマジシャンがテーブルマジックを披露

明
石
支
部　

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

明
石
支
部　

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

明石支部　バスツアー明石支部　バスツアー

華
麗
な
マ
ジ
ッ
ク
に

何
度
も
拍
手

秋の京都への
バス旅行の思い出

紅葉の鮮やかな善法律寺に立ち寄り記念撮影

井坂信彦（①中央）・堀内照文（②左２人
目）両衆議院議員に要請書を手渡す吉岡正
雄（①右２人目）・加藤擁一（①左端）両副
理事長、雨松真希人（①左２人目）・斎藤宣
明（①右端）両歯科技工士

●①

●②

歯科技工士の低賃金歯科技工士の低賃金
長時間労働の改善を長時間労働の改善を

歯科技工問題懇談会・中央要請行動

日　時　２月４日（土）・５日（日）・12日（日）・19日（日）
会　場　協会会議室
※各日程の13時～17時でご都合のよい時間帯をお選びください。
　5000円／時間（医院経営研究会会員は年２回まで無料）、事前予約制

お申し込みは、各相談日の前の木曜日までに ☎078－393－1817 有本まで

税経個別相談会税経個別相談会

日時　２月５日（日） 10時～12時　　会場　加古川プラザホテル２階
話題提供①「在宅での終末期をささえるとりくみ・多職種連携の現状と課題」
 西村正二先生（加古川市・西村医院　院長）
　　　　②「認知症患者の緩和ケア」
 三木健史先生（高砂市・三木医院　院長）　
　　　　③「ソーシャルワーカーの視点から見る地域包括ケア」
 坂本　明氏（加古川市・社会福祉士）　　　

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1817 横山まで

第33回地域医療を考える懇談会

～在宅での終末期をささえる取組みから～～在宅での終末期をささえる取組みから～
地域包括ケアと多職種連携地域包括ケアと多職種連携

感
想
文

議
員
・
秘
書
、

マ
ス
コ
ミ
関
係

者
ら
94
人
が
参

加
。

　

宇
佐
美
宏
保

団
連
歯
科
代
表

が
保
団
連
「
２

０
１
６
年
歯
科

技
工
所
ア
ン
ケ

ー
ト
」
の
調
査

結
果
の
概
要
に

つ
い
て
報
告
。

歯
科
技
工
士
の

低
賃
金
・
長
時

間
労
働
の
実
態
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始
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
お
話
は
、
眼
科
領
域

で
は
い
か
に
技
術
革
新
が
進
ん

で
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
し

た
。

　

例
え
ば
、
白
内
障
の
手
術
に

用
い
る
眼
内
レ
ン
ズ
は
単
焦
点

レ
ン
ズ
の
他
に
多
焦
点
の
遠
近

両
用
や
乱
視
用
の
も
の
が
あ
る

こ
と
、
以
前
は
な
か
っ
た
折
た

た
み
式
で
挿
入
す
る
レ
ン
ズ
が

登
場
し
、
昔
は
10
㎜
切
開
し
て

い
た
と
こ
ろ
が
今
で
は
２
㎜
で

可
能
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。

　

オ
ペ
に
使
用
す
る
機
器
も
、

照
明
や
レ
ン
ズ
の
性
能
の
向
上

が
め
ざ
ま
し
く
、
昔
の
硝
子
体

手
術
の
場
合
「
こ
の
人
、
失
明

す
る
ん
だ
ね
」
と
関
係
者
か
ら

さ
さ
や
か
れ
て
い
た
時
代
か

ら
、
40
分
か
け
て
手
術
が
終
わ

　

神
戸
支
部
は
12
月
３
日
、
協

会
会
議
室
で
医
科
・
歯
科
連
携

研
究
会
を
開
催
し
た
。
神
戸
大

学
糖
尿
病
・
内
分
泌
内
科
特
定

助
教
の
岡
田
裕
子
先
生
が
「
新

時
代
の
糖
尿
病
治
療
薬
〜
糖
尿

病
治
療
薬
を
ど
う
選
択
し
、
ど

う
組
み
合
わ
せ
る
の
か
〜
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
し
、
医
師
・
歯

科
医
師
や
薬
剤
師
ら
53
人
が
参

加
し
た
。
木
村
香
苗
薬
剤
師
の

感
想
を
紹
介
す
る
。

　

処
方
箋
に
て
先
生
の
お
名
前

は
存
じ
上
げ
て
お
り
ま
し
た
の

で
、
今
回
は
ラ
イ
ブ
会
場
へ
足

を
運
ぶ
よ
う
な
、
わ
く
わ
く
し

た
心
持
ち
で
参
加
し
ま
し
た
。

　

調
査
に
よ
り
ま
す
と
日
本
は

世
界
に
お
け
る
糖
尿
病
人
口
ラ

ン
キ
ン
グ
で
上
昇
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
が
、
か
つ
て
空

腹
時
血
糖
は
１
４
０
㎎
／
㎗
以

せ
願
え
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

こ
う
い
っ
た
講
演
で
す
と
、

大
抵
内
服
薬
の
み
の
内
容
と
な

る
場
合
が
多
い
の
で
す
が
、
イ

ン
ス
リ
ン
製
剤
や
機
器
類
ま
で

幅
広
く
解
説
し
て
い
た
だ
け
た

の
で
、
調
剤
薬
局
の
薬
剤
師
と

し
て
は
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。

　

２
型
糖
尿
病
は
自
覚
症
状
な

く
進
行
し
て
い
く
故
、
ア
ド
ヒ

ア
ラ
ン
ス
不
良
に
つ
な
が
っ
て

い
き
が
ち
で
す
。
ダ
イ
エ
ッ
ト

に
お
い
て
も
毎
日
体
重
測
定

し
、
記
録
す
る
だ
け
で
一
定
の

効
果
が
得
ら
れ
る
の
で
す
か

ら
、
血
糖
値
を
日
々
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
見
ら
れ
れ
ば
、
そ
れ
だ

け
で
か
な
り
の
効
果
が
期
待
で

き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

本
日
の
ま
と
め
で
薬
の
選
択

と
組
み
合
わ
せ
は
確
立
さ
れ
て

き
て
い
る
段
階
で
あ
る
と
い
う

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
の

治
療
効
果
も
患
者
さ
ま
自
身
が

実
感
で
き
る
よ
う
「Flash 

Glucose M
onitoring

（
先
進

的
血
糖
測
定
技
術
）」
と
の
併

用
の
い
ち
早
い
実
用
化
が
望
ま

れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
願
わ
く
は

保
険
適
用
の
方
向
で
。

【
長
田
区
・
サ
エ
ラ
薬
局
神
戸

長
田
店　

薬
剤
師

 

木
村　

香
苗
】

っ
た
場
合
に
「
神
の
手
」
と
言

わ
れ
た
時
代
、
今
で
は
20
分
で

手
術
が
終
わ
っ
て
も
「
時
間
が

か
か
っ
た
ね
」
と
言
わ
れ
る
時

代
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

最
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
少

人
数
な
ら
で
は
の
ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
な
雰
囲
気
の
中
で
受
講
者
全

員
か
ら
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
、
ア
ト
ロ
ピ
ン
の

点
眼
薬
に
よ
る
近
視
抑
制
効
果

は
ま
だ
実
験
段
階
で
あ
る
こ

と
、
遠
方
と
近
く
を
見
る
調
節

訓
練
に
は
根
拠
が
な
い
こ
と
な

ど
を
ご
教
授
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
私

自
身
も
こ
の
よ
う
な
医
療
の
技

術
革
新
に
遅
れ
る
こ
と
な
く
、

日
々
勉
強
し
な
け
れ
ば
と
痛
感

し
、
よ
い
意
味
で
身
が
引
き
締

ま
っ
た
一
日
で
し
た
。

【
姫
路
市
・
歯
科

 

　

増
田　

静
佳
】

　

姫
路
・
西
播
支
部
は
11
月
19

日
、
姫
路
市
内
で
、
学
術
研
究

会
「
他
科
を
知
る
会
」
を
開
催

し
た
。
ツ
カ
ザ
キ
病
院
眼
科
部

長
の
長
澤
利
彦
先
生
が
、「
技

術
革
新
が
支
え
る
眼
科
医
療
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
し
、
医
師
・

歯
科
医
師
ら
３
人
が
参
加
し

た
。
増
田
静
佳
先
生
の
感
想
を

紹
介
す
る
。

　

尼
崎
支
部
は
11
月
17
日
、
第

96
回
医
療
と
福
祉
を
考
え
る
会

を
尼
崎
だ
い
も
つ
病
院
で
開

催
。
同
院
院
長
の
松
森
良
信
先

生
が
「
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
と

在
宅
と
の
連
携
」
を
テ
ー
マ
に

講
演
し
、
会
員
や
ス
タ
ッ
フ
ら

21
人
が
参
加
し
た
。
藤
野
隆
興

先
生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

今
回
は
尼
崎
だ
い
も
つ
病
院

に
て
、
同
院
の
松
森
良
信
院
長

に
お
話
を
賜
り
ま
し
た
。
同
院

は
県
立
尼
崎
病
院
の
跡
地
利
用

事
業
と
し
て
昨
年
４
月
に
開
設

さ
れ
、
大
き
く
①
近
隣
急
性
期

病
院
か
ら
の
後
送
病
院
と
し
て

の
回
復
期
医
療
機
能
、
②
地
域

包
括
ケ
ア
診
療
機
能
を
２
本
の

柱
と
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
開
設

の
経
緯
や
こ
れ
ま
で
の
歩
み
、

診
療
の
現
状
、
今
後
の
課
題
な

が
困
難
だ
っ
た
と
の
こ
と
で
し

た
。
何
度
も
院
長
先
生
が
病
棟

で
話
し
合
い
を
重
ね
ら
れ
、
現

在
で
は
落
ち
着
い
て
ケ
ア
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で

す
。
疾
患
再
発
を
防
ぐ
、
な
ど

共
通
の
目
標
設
定
が
大
切
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

当
診
療
所
も
有
床
診
療
所
と

し
て
、
病
院
か
ら
の
再
転
院
や

後
送
、
さ
ま
ざ
ま
な
疾
患
の
包

括
的
ケ
ア
を
お
引
き
受
け
す
る

こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

今
回
の
お
話
に
は
大
変
共
感

し
、
病
棟
医
療
と
在
宅
医
療
の

連
携
を
考
え
る
上
で
大
変
参
考

に
な
り
ま
し
た
。

　

多
職
種
の
皆
さ
ま
が
聴
講
さ

れ
る
な
か
、
私
に
と
っ
て
は
病

診
・
診
診
連
携
の
会
と
も
な

り
、
懇
親
会
で
多
く
の
先
生

方
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ま
と
お

知
り
合
い
に
な
れ
た
こ
と
も
収

穫
で
し
た
。
今
後
も
こ
う
い
っ

た
有
益
な
会
を
ご
継
続
願
え
れ

ば
幸
い
で
す
。

 

【
尼
崎
市　

藤
野　

隆
興
】

ン
ラ
ー
メ
ン
を
発
明
し
た
当
時

の
小
屋
や
、
カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド
ル

の
歴
史
の
展
示
な
ど
、
飽
き
る

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も

に
戻
っ
た
よ
う
な
気
持
ち
で
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
今
回
の
企
画
で
は

「
チ
キ
ン
ラ
ー
メ
ン
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
」
に
て
、
世
界
で
一
つ
だ

　

私
は
小
学
生
の
娘
と
と
も
に

参
加
し
ま
し
た
。
イ
ン
ス
タ
ン

ト
ラ
ー
メ
ン
発
明
記
念
館
に
行

く
の
は
初
め
て
で
、
チ
キ
ン
ラ

ー
メ
ン
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ひ

よ
こ
ち
ゃ
ん
の
ぬ
い
ぐ
る
み
が

積
み
上
が
っ
て
い
る
入
口
の
デ

ィ
ス
プ
レ
イ
で
、
一
気
に
テ
ン

シ
ョ
ン
が
上
が
り
ま
し
た
。
そ

の
他
に
安
藤
百
福
さ
ん
が
チ
キ

　

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
11
月
３

日
、
文
化
交
流
企
画
「
チ
キ
ン

ラ
ー
メ
ン
手
作
り
体
験
」
を
開

催
。
会
員
や
ス
タ
ッ
フ
、
家
族

ら
22
人
が
大
阪
府
池
田
市
の
イ

ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
発
明
記

念
館
を
訪
れ
、
記
念
館
の
見
学

や
チ
キ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
手
作
り

体
験
を
楽
し
ん
だ
。
池
田
正
浩

先
生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

け
の
「
チ
キ
ン
ラ
ー
メ
ン
」
を

自
分
で
作
る
こ
と
が
目
玉
の
企

画
で
し
た
。
清
潔
な
調
理
場
に

案
内
さ
れ
、
ま
ず
エ
プ
ロ
ン

と
、
ひ
よ
こ
ち
ゃ
ん
の
描
か
れ

た
バ
ン
ダ
ナ
を
装
着
し
、
ビ
デ

オ
を
見
な
が
ら
説
明
を
聞
き
ま

す
。

　

そ
の
後
、
私
た
ち
の
担
当
の

お
兄
さ
ん
が
、

粉
か
ら
麺
づ
く

り
を
指
導
し
て

く
れ
ま
す
。
娘

と
の
共
同
作
業

が
多
く
、
腕
力

が
必
要
な
行
程

も
あ
り
、
そ
こ

は
父
の
出
番
と

な
り
ま
し
た
。

　

「
麺
」
ら
し

き
も
の
が
で
き

た
時
に
は
ち
ょ

っ
と
し
た
興
奮

と
達
成
感
を
感

じ
ま
し
た
が

「
こ
れ
が
チ
キ

ン
ラ
ー
メ
ン
？
こ
の
ま
ま
食
べ

て
み
た
い
」
と
い
う
不
埒
な
気

持
ち
を
見
透
か
さ
れ
た
よ
う
に

お
兄
さ
ん
に
熟
成
用
の
袋
に
入

れ
て
し
ま
わ
れ
、
ワ
ク
ワ
ク
感

は
さ
ら
に
倍
増
で
し
た
。

　

熟
成
を
待
つ
間
、
チ
キ
ン
ラ

ー
メ
ン
の
袋
に
各
自
好
き
な
絵

柄
を
書
き
ま
し
た
。
絵
心
の
な

い
私
で
し
た
が
、
娘
に
助
け
ら

れ
て
恥
を
か
か
ず
に
す
み
ま
し

た
。

　

数
分
後
、
熟
成
し
た
麺
を
油

で
揚
げ
て
も
ら
い
、
調
理
ガ
ラ

ス
の
向
こ
う
で
お
兄
さ
ん
が
揚

げ
た
て
の
麺
を
見
せ
て
く
れ
ま

す
。
横
で
他
の
お
宅
の
お
子
様

さ
ま
が
「
わ
ー
す
ご
い
！
」
と

叫
ん
で
い
る
の
を
（
ナ
イ
ス
リ

ア
ク
シ
ョ
ン
だ
な
）
と
大
人
ぶ

っ
て
い
ま
し
た
が
、
自
分
の
分

を
見
た
ら
私
も
「
お
ー
！
」
と

小
さ
く
叫
ん
で
し
ま
い
ま
し

た
。

　

い
よ
い
よ
最
終
行
程
に
入

り
、
自
分
で
絵
を
描
い
た
チ
キ

ン
ラ
ー
メ
ン
の
袋
の
中
に
揚
げ

た
て
の
チ
キ
ン
ラ
ー
メ
ン
を
入

れ
て
も
ら
い
封
を
し
ま
す
。
こ

の
時
に
、
揚
げ
た
て
チ
キ
ン
ラ

ー
メ
ン
を
少
し
だ
け
食
べ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
が
な

ん
と
も
お
い
し
い
！　

大
人
げ

な
い
と
思
い
な
が
ら
も
自
分
の

分
は
自
分
で
全
部
食
べ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

全
行
程
の
終
了
後
、
な
ん
と

ひ
よ
こ
ち
ゃ
ん
の
バ
ン
ダ
ナ
は

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
買
っ
て
帰
ろ
う
と
思
っ
て

い
た
ほ
ど
欲
し
か
っ
た
の
で
、

嬉
し
い
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
し
た
。

　

最
後
に
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ

ん
が
最
高
の
笑
顔
に
な
っ
て
い

た
の
が
印
象
的
で
、
こ
の
企
画

を
皆
さ
ん
が
目
い
っ
ぱ
い
エ
ン

ジ
ョ
イ
な
さ
っ
た
の
だ
と
思
い

ま
し
た
。
私
も
久
し
ぶ
り
に
娘

と
接
す
る
時
間
を
持
ち
、
私
と

参
加
し
て
く
れ
た
娘
に
感
謝
し

な
が
ら
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

 

【
西
宮
市　

池
田　

正
浩
】

ど
大
変
く
わ
し

く
お
話
い
た
だ

け
ま
し
た
。

　

特
に
地
域
包

括
ケ
ア
病
棟
に

つ
い
て
は
、
回

復
期
病
棟
と
異

な
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
疾
患
の
患

者
が
、
い
ろ
い

ろ
なphase

や

重
症
度
で
転
送

さ
れ
て
く
る
た

め
、
当
初
ス
タ

ッ
フ
の
間
で
治

療
方
針
の
共
有

　

こ
ん
な
に
す
ば

ら
し
い
お
話
を
無

料
で
聞
け
る
と

は
、
参
加
さ
れ
な

か
っ
た
先
生
方
は

き
っ
と
後
悔
す
る

と
感
じ
ら
れ
た
講

演
会
で
し
た
。

　

開
始
の
時
点
で

参
加
は
少
々
寂
し

い
人
数
で
し
た

が
、
先
生
は
全
く

気
に
す
る
気
配
な

く
元
気
に
お
話
を

感 想 文

感
想
文

感
想
文

ツ
カ
ザ
キ
病
院
眼
科
部
長
の
長
澤
先
生
が
眼
科
領
域

で
い
か
に
技
術
革
新
が
進
ん
で
い
る
の
か
語
っ
た　

内服薬のみならず機器類まで、最新の
糖尿病治療について学ぶ　　　　　　

上
を
基
準
と
し

て
い
ま
し
た

が
、
主
に
心
疾

患
の
予
防
の
た

め
１
２
６
㎎
／

㎗
に
下
げ
ら
れ

た
た
め
、
患
者

さ
ま
の
数
が
急

増
し
た
と
い
う

よ
う
な
こ
と
を

耳
に
し
た
の
で

す
が
、
そ
の
こ

と
に
つ
い
て
の

見
解
を
ま
た
の

機
会
に
お
聞
か

感
想
文

糖尿病治療薬の
適切な組み合わせとは

神戸支部　医科・歯科連携研究会神戸支部　医科・歯科連携研究会

技術革新による
眼科医療の進化学ぶ

共通の目標
 設定が大切

姫路・西播支部　他科を知る会姫路・西播支部　他科を知る会尼崎支部　医療と福祉を考える会尼崎支部　医療と福祉を考える会

松森先生は病院開設の経緯や診療の
現状などについて語った　　　　　

マスコットのひよこちゃんのぬいぐるみと
一緒に記念撮影　　　　　　　　　　　　

子
ど
も
と
一
緒
に

目
い
っ
ぱ
い
エ
ン
ジ
ョ
イ

西
宮
・
芦
屋
支
部　

チ
キ
ン
ラ
ー
メ
ン
手
作
り
体
験

西
宮
・
芦
屋
支
部　

チ
キ
ン
ラ
ー
メ
ン
手
作
り
体
験

日　時　２月18日（土）14時～16時
会　場　姫路市・じばさんびる401会議室
テーマ　職員採用時の留意点
講　師　 社会保険労務士・産業カウン

セラー　嶺山洋子先生

■姫路・西播支部■医院経営研究会
日　時　２月18日（土）16時30分～
会　場　洲本市文化体育館２階２Ｃ会議室
講　師　 洲本市・たかたクリニック
　　　　高田　裕先生
参加費　テキスト代3000円（不要の場合無料）

■淡路支部■在宅医療点数研究会
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文
化
部
は
12
月
11
日
、
中
央

区
内
で
毎
年
恒
例
の
そ
ば
打
ち

体
験
企
画
を
開
催
。（
社
）
全

麺
協
を
講
師
に
迎
え
、
会
員
や

家
族
ら
45
人
が
参
加
し
た
。
本

企
画
は
、
当
初
よ
り
指
導
い
た

だ
い
て
い
た
福
田
俊
明
先
生

（
昨
年
７
月
ご
逝
去
）
の
遺
志

を
引
き
継
ぐ
と
い
う
意
を
込
め

て
企
画
名
を
今
回
か
ら
「
手
打

ち　

福
寿
庵
」
と
し
た
。
い
ま

に
し
泌
尿
器
科
ス
タ
ッ
フ
の
ご

家
族
か
ら
の
感
想
を
紹
介
す

る
。

　

初
め
て
そ
ば
打
ち
体
験
企
画

に
参
加
し
た
と
き
は
、
め
ん
を

打
つ
作
業
は
む
ず
か
し
く
、
そ

　

北
摂
・
丹
波
支
部
は
11
月
６

日
、
三
田
市
ガ
ラ
ス
工
芸
館
で

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
企
画
「
ガ

ラ
ス
工
芸
体
験
」
を
開
催
。
会

員
や
家
族
、
ス
タ
ッ
フ
ら
26
人

が
参
加
し
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
の
て
い
ね
い
な
指
導
の
も

と
、
吹
き
ガ
ラ
ス
や
サ
ン
ド
ブ

ラ
ス
ト
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の

製
作
を
体
験
し
、
世
界
に
一
つ

し
か
な
い
作
品
を
作
っ
た
。
吹

き
ガ
ラ
ス
に
挑
戦
し
た
桑
名
幹

広
先
生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

イ
タ
リ
ア
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

を
旅
行
し
た
時
に
、
ム
ラ
ー
ノ

島
の
ガ
ラ
ス
工
房
を
訪
れ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ム
ラ
ー
ノ
島

は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
ン
ガ
ラ
ス
発

祥
の
地
と
し
て
有
名
で
、
今
も

歴
史
あ
る
多
く
の
工
房
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
は
マ
エ
ス
ト
ロ

と
呼
ば
れ
る
熟
練
の
職
人
が
吹

き
竿
と
い
う
長
い
金
属
管
に
息

を
吹
き
込
み
な
が
ら
、
ガ
ラ
ス

を
成
形
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
そ
の
吹
き
ガ
ラ
ス
体

験
が
三
田
市
内
で
で
き
る
と
聞

き
、
小
学
４
年
生
の
息
子
と
参

加
し
ま
し
た
。
今
回
は
タ
ン
ブ

ラ
ー
（
ガ
ラ
ス
コ
ッ
プ
）
を
製

作
し
ま
し
た
が
、
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
の
方
に
マ
ン
ツ
ー
マ
ン

で
指
導
し
て
も
ら
え
た
の
で
、

小
学
生
の
息
子
も
（
私
も
! !
）

安
心
で
し
た
。

　

親
子
で
オ
ス
ス
メ
の
製
作
体

験
で
し
た
。

【
三
田
市
・
歯
科

 

桑
名　

幹
広
】

膨
ら
ん
だ
ら
ベ
ン
チ
と
呼
ば
れ

る
作
業
台
に
座
っ
て
形
を
整
え

ま
す
。
こ
の
時
ガ
ラ
ス
は
水
あ

め
の
よ
う
に
や
わ
ら
か
い
の

で
、
常
に
吹
き
竿
を
回
し
て
い

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
竿
を

水
平
に
し
て
ベ
ン
チ
の
上
に
置

き
、
左
手
で
前
後
に
回
し
な
が

ら
右
手
で
ガ
ラ
ス
の
形
を
整
え

ま
す
。
回
転
し
な
が
ら
前
後
す

る
ガ
ラ
ス
に
濡
れ
た
新
聞
紙
を

当
て
た
り
、
木
製
や
金
属
製
の

道
具
を
使
っ
た
り
し
な
が
ら
形

に
し
て
い
き
ま
す
。
こ
こ
が
一

番
難
し
く
、
で
き
ば
え
を
左
右

す
る
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

さ
て
、
で
き
ば
え
の
方
は
彼

の
地
の
マ
エ
ス
ト
ロ
に
は
遠
く

及
び
ま
せ
ん
が
、
初
め
て
に
し

て
は
納
得
の
作
品
と
な
り
ま
し

た
。
息
子
も
自
慢
の
一
品
に
大

喜
び
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
な
べ
料
理
の

季
節
。
製
作
時
の
苦
労
を
思
い

出
し
、
世
界
に
一
つ
の
自
作
の

タ
ン
ブ
ラ
ー
で
乾
杯
！

　

耐
熱
エ
プ
ロ
ン
と

グ
ロ
ー
ブ
を
着
用
し

て
、
い
ざ
ス
タ
ー

ト
。
ま
ず
は
金
属
製

の
吹
き
竿
の
先
に
１

３
０
０
℃
に
溶
け
た

ガ
ラ
ス
を
巻
き
つ

け
、
息
を
吹
き
込
ん

で
膨
ら
ま
せ
て
い
き

ま
す
。
こ
こ
が
一
番

の
見
せ
場
な
の
で
す

が
、
な
か
な
か
う
ま

く
で
き
ま
せ
ん
。

　

次
に
、
あ
る
程
度

し
て
へ
た
く
そ
で
、
そ
ば
打
ち

を
せ
っ
か
く
教
え
て
も
ら
っ
た

の
に
、
積
極
的

に
体
験
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

な
の
で
２
回

目
の
今
回
は
、

少
し
で
も
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を

積
極
的
に
や
っ

て
み
る
つ
も
り

で
参
加
し
ま
し

た
。

　

今
回
も
先
生

が
粉
を
ふ
る
う

と
こ
ろ
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。

水
を
入
れ
て
、

こ
ね
て
丸
め
て
大
き
く
の
ば

し
、
包
丁
で
切
っ
て
い
け
ば
で

き
る
と
説
明
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　

前
の
と
き
も
思
っ
た
け
れ

ど
、
先
生
が
し
て
い
る
と
き
は

と
て
も
簡
単
そ
う
に
見
え
、
で

き
あ
が
っ
た
そ
ば
は
細
く
て
き

れ
い
で
お
い
し
そ
う
に
見
え
ま

し
た
。

　

今
回
、
僕
は
粉
を
ふ
る
っ
た

り
、
こ
ね
た
り
、
の
ば
し
た
り

も
し
て
、
一
度
目
で
は
で
き
な

か
っ
た
包
丁
切
り
も
や
っ
て
み

ま
し
た
。
細
か
っ
た
り
太
か
っ

た
り
し
た
け
ど
、
体
験
で
き
て

楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

先
生
の
そ
ば
は
や
っ
ぱ
り
食

べ
て
も
す
ご
く
お
い
し
か
っ
た

で
す
。

　

家
に
帰
っ
て
ぼ
く
が
作
っ
た

そ
ば
を
、
お
父
さ
ん
と
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
食
べ
て
く
れ
て
、

「
お
い
し
か
っ
た
」
と
言
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

作
る
の
が
む
ず
か
し
く
て

も
、
実
際
に
体
験
し
て
み
る
の

も
楽
し
く
て
い
い
も
の
だ
な
と

思
い
ま
し
た
。
ま
た
い
ろ
い
ろ

体
験
し
て
み
た
い
で
す
。

【
灘
区
・
い
ま
に
し
泌
尿
器
科

ス
タ
ッ
フ
家
族　

 

鯛　

康
平
（
11
歳
）】

インストラクターからアドバイスをもらい
ながら吹きガラスに挑戦する桑名先生　　

全麺協講師陣のていねいな指導のもと、
楽しくそば打ちを体験　　　　　　　　

感 想 文感 想 文 北
摂
・
丹
波
支
部　

ガ
ラ
ス
工
芸
体
験

北
摂
・
丹
波
支
部　

ガ
ラ
ス
工
芸
体
験

苦
労
し
て
作
っ
た

タ
ン
ブ
ラ
ー
で
乾
杯
！

難
し
い
け
ど
楽
し
か
っ
た

２
回
目
の
そ
ば
打
ち

文
化
部　

そ
ば
打
ち
体
験
企
画

◇
所
在
地　

西
宮
市
樋
之

池
町　

阪
急
苦
楽
園
駅
徒

歩
13
分　

関
西
ス
ー
パ
ー

近
隣

　

１
階
部
分
テ
ナ
ン
ト
16

坪　

チ
ェ
ア
２
台
、
Ｐ

Ｘ
、
デ
ン
タ
ル
そ
の
他
諸

設
備
機
材

２
０
１
７
年
３
月
譲
渡

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、

☎
０
７
９
８
―
71
―
６
０

１
０
小
林
ま
で

歯
科
診
療
所

・
機
材
譲
渡

①まず、協会へお電話ください→②協会から融資申込書をお送りします→③印鑑証
明・収入印紙をご用意いただき、申込書類に必要事項ご記入のうえ、協会に持ち込
み、または、郵送ください→④兵庫県医療信用組合の窓口で制度説明を受けていた
だきます→⑤審査後、融資実行となります（毎週木曜締切・翌週金曜実行）

２.０７５
２.１７５

お問合せは共済部までお問合せは共済部まで

●医院経営研究会 １月例会

歯科臨床談話会

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1817 有本まで

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1809まで

パソコンで決算バッチリパソコンで決算バッチリ

－私の歯科訪問診療経験から－－私の歯科訪問診療経験から－
病院・施設との多職種連携病院・施設との多職種連携

日　時　１月28日（土）14時30分～18時30分　　会　場　サンソフト神戸校
講　師　松田正廣税理士、PCインストラクター花房孝英氏
参加費　１人7000円（医経研会員はPC使用料1000円）　　定　員　15人（先着順）

日　時　２月26日（日）14時～17時　　会　場　協会５階会議室
話題提供　宝塚市・きっかわ歯科　吉川周志先生
　　　　　伊丹市・かわむら歯科　川村一喜先生

　2016年に保険医年金を解約された方は、利息を一時所得として申告する必
要があります。また、年金として受給中の方は、１月初旬に三井生命より送
付された「生命保険契約にもとづく年金のお支払内容報告書」（はがき）を
参照の上、雑所得の申告をしてください。

　保険医年金は一般生命保険料控除（旧制度）の対象です。「生命保険料控
除証明書」は、昨年11月にお送りした積立金通知書に記載されています。
　積立年金「DefL（デフエル）」の「一般型」は一般生命保険料控除（新制
度）、同「DefL（デフエル）」の「個年型」は新個人年金保険料控除（新制
度）の対象となります。「生命保険料控除証明書」は昨年10月に各ご加入者
宛に送付しております。

〈保険医年金の申告額の計算〉
一時所得＝（一時金受取額－払込掛金－50万円）×２分の１
雑所得＝年間支払額－年間必要経費（対応する掛金額） 
※他に一時所得や雑所得がある場合は、それぞれ合算して申告してください。

お問い合わせは、共済部　☎078－393－1805 まで

2016年に保険医年金を解約、または2016年に保険医年金を解約、または
年金受給された方は、申告をお忘れなく年金受給された方は、申告をお忘れなく

生命保険料控除の申告について生命保険料控除の申告について

歯科衛生士歯科衛生士
の皆さまもの皆さまも
ぜひご参加ぜひご参加
くださいください
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ベ
ト
ナ
ム
戦
争
時
代
を
覚
え

て
お
ら
れ
る
方
は
、
岡
村
さ
ん

の
こ
と
を
ご
存
知
か
も
し
れ
な

い
が
、
最
近
の
若
い
方
々
で
は

知
ら
な
い
方
も
多
い
と
思
わ
れ

る
。

　

「
第
２
の
キ
ャ
パ
」
と
も
呼

ば
れ
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
報
道

写
真
や
「
南
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
従

軍
記
」
で
一
躍
有
名
に
な
っ
た

国
際
報
道
写
真
家
の
同
氏
と
、

私
は
あ
る
縁
で
知
り
合
い
、
幾

度
か
の
会
合
な
ど
で
ご
一
緒

し
、
ま
た
講
演
等
を
お
願
い
し

た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

岡
村
さ
ん
は
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ａ
通
信

て
掲
載
さ
れ
た
「
醜
い
戦
争
」

と
題
す
る
写
真
は
衝
撃
的
で
、

高
い
評
価
を
受
け
た
が
、
そ
の

た
め
に
南
ベ
ト
ナ
ム
政
府
か
ら

は
入
国
拒
否
と
な
り
、
以
後
は

北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
や
ビ
ア
フ
ラ

共
和
国
、
エ
チ
オ
ピ
ア
な
ど
の

内
戦
や
飢
餓
状
況
な
ど
を
取

材
。

　

帰
国
後
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の

反
省
と
し
て
ア
メ
リ
カ
で
生
ま

れ
た
学
問
「
バ
イ
オ
エ
シ
ッ
ク

ス
」（
生
命
倫
理
）
や
ホ
ス
ピ

ス
の
問
題
な
ど
に
取
り
組
み
、

木
村
利
人
（
当
時
ジ
ョ
ー
ジ
タ

ウ
ン
大
学
ケ
ネ
デ
ィ
倫
理
研
究

所
国
際
バ
イ
オ
エ
シ
ッ
ク
ス
研

究
部
長
）
と
コ
ン
ビ
を
組
ん

で
、
医
師
・
看
護
師
・
福
祉
関

係
者
・
母
親
の
会
な
ど
を
中
心

と
し
て
、
１
カ
月
に
20
回
以
上

に
も
及
ぶ
講
演
会
を
全
国
各
地

で
行
っ
た
。

　

ち
な
み
に
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド

・
コ
ン
セ
ン
ト
の
概
念
を
、
わ

が
国
に
持
ち
こ
ん
だ
の
も
彼
ら

（
前
号
か
ら
の
つ
づ
き
）

　

ゴ
ヤ
の
版
画
集
「
戦
争
の
惨

禍
」
を
見
て
い
る
と
、
ナ
ポ
レ

オ
ン
に
率
い
ら
れ
た
フ
ラ
ン
ス

軍
と
、
ス
ペ
イ
ン
人
民
戦
線
と

の
壮
絶
な
争
い
と
残
酷
な
仕
打

ち
の
場
面
が
生
々
し
く
心
に
刻

み
こ
ま
れ
る
。
ピ
カ
ソ
が
戦
争

を
描
い
た
抽
象
画
と
は
違
っ
た

民
族
闘
争
の
冷
酷
残
虐
な
場
面

（
前
号
か
ら
の
つ
づ
き
）

　

現
在
、
政
府
は
異
次
元
量
的

緩
和
を
景
気
対
策
の
ひ
と
つ
と

し
て
行
っ
て
い
て
、
そ
れ
は
一

見
成
功
し
て
い
る
と
言
え
な
く

も
な
い
。
そ
の
方
法
は
日
銀
当

座
預
金
を
大
量
に
増
や
す
と
い

う
も
の
。
こ
う
す
れ
ば
民
間
銀

行
が
金
利
の
つ
か
な
い
大
量
の

お
金
を
与
え
ら
れ
る
た
め
、
企

業
や
家
計
な
ど
へ
の
貸
し
出
し

が
増
え
、
民
間
預
金
が
増
え
、

そ
の
結
果
消
費
が
増
え
、
景
気

拡
大
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
論
理

に
基
づ
く
。
し
か
し
こ
れ
は

「
い
か
に
も
取
ら
ぬ
狸
…
」
の

民
間
銀
行
か
ら
１
年
間
で
３
０

０
兆
円
を
借
り
入
れ
（
国
債
発

行
）、
国
民
１
人
に
つ
き
７
・

８
万
円
ず
つ
預
金
口
座
に
振
り

込
む
。
そ
れ
を
30
年
間
続
け

る
。
す
る
と
、
政
府
は
３
千
兆

円
も
累
積
借
金
が
増
え
る
が
、

国
民
の
預
金
総
額
も
３
千
兆
円

増
え
る
。

　

政
府
借
金
が
増
加
す
る
だ

け
、
税
収
の
源
泉
で
あ
る
国
民

の
預
金
も
同
額
増
加
す
る
の
で

あ
る
が
、
こ
の
理
屈
は
国
民
預

金
額
に
対
す
る
徴
税
率
が
政
府

の
支
払
い
金
利
率
よ
り
大
き
け

れ
ば
常
に
成
立
し
、
し
か
も
増

え
す
ぎ
た
税
収
で
政
府
会
計
を

大
幅
に
拡
大
し
て
も
、
政
府
財

政
は
均
衡
さ
せ
ら
れ
る

（
図
）。
つ
ま
り
、
支
出
を
減

ら
し
た
り
、
税
率
を
上
げ
る
の

で
は
な
く
、
政
府
借
金
を
増
や

す
こ
と
に
よ
り
、
税
の
源
泉
で

あ
る
民
間
の
預
金
を
増
や
せ
ば

日
本
の
財
政
問
題
は
解
決
す
る

の
で
あ
る
。

　

連
絡
先
：kyuusan@

isis.
ocn.ne.jp 

（
お
わ
り
）

ご
と
し
の
論
理
だ

ろ
う
。

　

で
は
、
ど
う
す

れ
ば
よ
い
の
か
。

代
わ
り
の
政
策
と

し
て
、
企
業
に
代

わ
り
国
が
お
金
を

借
り
れ
ば
よ
い
。

そ
れ
は
極
め
て
意

外
だ
ろ
う
が
、
赤

字
国
債
発
行
で
も

Ｏ
Ｋ
だ
。

　

例
え
ば
政
府
が

を
描
い
て
い
る
。

　

ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
神
サ
ト
ゥ

ル
ヌ
ス
が
、
息
子
た
ち
が
成
長

し
て
自
分
を
滅
ぼ
す
の
を
恐

れ
、
５
人
の
息
子
を
食
い
殺
す

絵
「
わ
が
子
を
食
う
サ
ト
ゥ
ル

ヌ
ス
」
は
衝
撃
的
な
絵
で
あ

る
。
目
を
見
開
き
、
わ
が
子
の

胴
体
を
わ
し
づ
か
み
に
し
て
、

頭
と
腕
を
食
い
ち
ぎ
っ
て
い
る

　

天
を
突
く
巨
人
が
山
並
み
の

向
こ
う
を
歩
い
て
い
く
。
両
手

首
を
鎖
で
縛
ら
れ
、
握
り
こ
ぶ

し
を
固
め
、
血
を
流
し
て
い

る
。
髭
面
の
横
顔
、
筋
骨
隆
々

た
る
上
半
身
は
雲
の
上
は
る
か

で
あ
る
。
地
上
で
は
遊
牧
民
の

群
れ
が
逃
げ
惑
い
、
恐
れ
お
の

の
い
て
い
る
。
こ
の
絵
「
巨

人
」（
１
８
０
８
〜
12
年
、

上
）
は
巨
人
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
踏

み
に
じ
ら
れ
た
ス
ペ
イ
ン
を
暗

示
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
１
７

８
９
年
に
起
こ
っ
た
フ
ラ
ン
ス

革
命
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
の

伝
統
が
根
強
い
封
建
社
会
的
な

ス
ペ
イ
ン
に
と
っ
て
、
苦
悩
と

希
望
を
も
た
ら
し
た
と
さ
れ

る
。
ゴ
ヤ
ほ
ど
、
こ
の
真
実
感

を
身
を
も
っ
て
生
き
た
画
家
は

い
な
い
で
あ
ろ
う
と
感
じ
た
。

 

（
お
わ
り
）

だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
頃
に
兵
庫
県
医
師
会
も

両
氏
の
講
演
会
を
開
催
。
当

時
、
私
は
西
宮
市
医
師
会
の
理

事
を
し
て
お
り
、
役
目
柄
こ
の

会
に
参
加
。
こ
の
時
が
、
岡
村

さ
ん
と
の
初
め
て
の
出
会
い
で

あ
り
、
た
ま
た
ま
「
兵
庫
県
保

険
医
協
会
西
宮
・
芦
屋
支
部
結

成
」
の
予
定
が
あ
っ
た
の
で
、

そ
の
「
第
１
回
発
足
総
会
」
の

記
念
講
演
を
お
願
い
し
た
。

　

演
題
は
ず
ば
り
〝
バ
イ
オ
エ

シ
ッ
ク
ス
と
は
何
か
〞
で
あ
っ

た
。
初
代
理
事
長
の
桐
島
正
義

先
生
も
出
席
さ
れ
て
来
賓
代
表

あ
い
さ
つ
を
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
。

　

淡
路
支
部
で
も
同
様
の
企
画

が
洲
本
で
あ
り
、
私
も
同
行

し
、
当
夜
は
現
・
協
会
議
長
の

三
根
一
乗
先
生
宅
で
、
岡
村
氏

と
共
に
泊
め
て
い
た
だ
き
、
夕

食
の
歓
待
に
も
預
か
っ
た
。
奥

様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
た
が
、
今
と
な
っ
て
は
懐
か

し
い
思
い
出
と
な
っ
て
い
る
。

 

（
次
号
に
つ
づ
く
）

員員 稿稿
会 投

員員 稿稿
会 投

フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

顧
問　
　

森
下　

敬
司

（
西
宮
市
・
森
下
医
院
）

岡
村 

昭
彦
（
１
）

芸 術芸 術

紹 介紹 介
ArtArt
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ゴ
ヤ「
巨
人
」１
８
０
８
〜
１
８
１
２
年　

（
小
学
館『
週
刊
美
術
館
20 

ゴ
ヤ
』よ
り
）

日
本
の
財
政
赤
字
を

ど
う
す
る
の
か 

㊦

な
な
み
の
ゆ
う

高砂市　　岡部桂一郎

スペインの光と影に生きた芸術家たち（Ⅰ）

ゴヤとベラスケスの
 絵を見て㊦

〈特定薬剤治療管理料〉
Ｑ１　特定薬剤治療管理料はどのような
場合に算定するのか。
Ａ１　対象疾病を持つ患者に対して、対
象となる投与薬剤の血中濃度を測定し、
その結果に基づき薬剤の投与量を精密に
管理した場合に算定します。
Ｑ２　当該管理料を算定するのは、薬剤
血中濃度測定のための採血時か。
Ａ２　薬剤血中濃度の測定結果に基づ
き、計画的な治療管理を行ったときに算
定します。算定する場合は、薬剤の血中
濃度、治療計画の要点をカルテに記載す
る必要があります。
Ｑ３　初回月加算は１回目の治療管理を
した場合であれば算定できるのか。
Ａ３　投与中の薬剤の安定した血中至適
濃度を得るため頻回の測定が行われる初

回月に限り加算でき、薬剤を変更した場
合には算定できません。
Ｑ４　フェノバール錠のように、薬効分
類が睡眠鎮静剤、抗不安剤の薬剤を投与
している場合でも抗てんかん剤として算
定対象となるのか。
Ａ４　適応にてんかん症状の記載がある
薬剤については、抗てんかん剤として算
定できます。
Ｑ５　躁病の患者に対してリチウム製剤
を投与している場合は、「躁うつ病の患
者であってリチウム製剤を投与している
もの」に当たるのか。
Ａ５　躁病はリチウム製剤の適応であ
り、算定対象となります。
Ｑ６　同一日に抗てんかん剤を２種類投
与し、１回の採血でそれぞれの血中濃度
を測定した月は所定点数を１回しか算定
できないか。
Ａ６　１回の採血、血中濃度測定であっ
ても複数の抗てんかん剤を投与し、それ
ぞれの濃度測定を行い、投与量を管理し
た場合は２回として算定できます。ただ
し、初回月加算の算定は１回に限られま
す。

医科保険請求

図　預金を増やすほど税収は増える

・ 国民の預金総額に対して
５％の徴税率で
現在の

30年後

手元残額
1045兆円

納税後
55兆円の税収

205兆円の税収

手元残額
3895兆円

納税後
国民の
現金・預金
4100兆円

国民の
現金・預金
1100兆円

日　時　３月４日（土）・５日（日）
　　　　13時～17時のうち１時間
会　場　協会５階会議室
費　用　 相談料（相談のみ）１万円、

申告書自己提出の方２万円、
措置法26条による申告書作成
３万円～、青色申告等実額に
よる申告書作成５万円～

※４日前までに要事前予約。先着順

お申し込み・お問い合わせは、
 ☎078－393－1817 有本まで

確定申告直前の最終確認、総仕上げに！

確定申告個別相談会確定申告個別相談会

（
兵
庫
保
険
医
新
聞
１
９
８
１
年
５
月
21
日
号
よ
り
）

社
特
派
員
と
し

て
、
１
９
６
２

（
昭
和
37
）
年
に

南
ベ
ト
ナ
ム
に
渡

り
、
米
軍
側
の
従

軍
記
者
と
し
て
の

立
場
で
悲
惨
な
戦

場
の
模
様
を
報

道
。
米
雑
誌
の

「
ラ
イ
フ
」
に
９

ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ

様
子
は
不
気

味
で
あ
る
。

こ
の
絵
は
ゴ

ヤ
の
住
ん
で

い
た
家
の
食

堂
の
壁
面
に

描
か
れ
て
い

た
。
ゴ
ヤ
は

こ
の
絵
を
見

な
が
ら
日
々

食
事
を
し
て

い
た
こ
と
に

な
る
。



保険診療の請求事務･再審査請求･指導･監査などのご相談やお問い合わせは ☎078－393－1803（研究部）☎078－393－1809（歯科）朝９時30分から

(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞

 ☎ 078･393･1801
Fax 078･393･1802
http://www.hhk.jp/

（８）第１８３５号２０１７年(平成２９年)１月２５日(毎月３回５・15・25日発行)

岡山市・医療法人オーソネットワーク理事長
アリゾナATS大学　矯正科 客員臨床教授 田井　規能先生講演

埋伏歯の矯正治療
～医院連携の実践～㊤

埋伏歯の原因
　歯の埋伏は、“歯の形、位置、歯軸、
方向、萌出余地などの観点から正常な萌
出期に至るも萌出しない歯を埋伏歯とい
う”と定義されている。局所的な原因に
は、埋伏歯の歯胚の位置異常や萌出方向
の異常、過剰歯、アンキローシス、嚢胞
や歯牙腫の存在などが挙げられ、全身疾
患を伴うものは唇顎口蓋裂、軟口蓋裂、
甲状腺機能低下症、Treacher collins症候
群、第１第２鰓弓症候群、鎖骨頭蓋異骨
症、MR、 基底細胞母斑症候群、Down 
症候群、原発性萌出不全症などが挙げら
れる。

埋伏歯の持つ危険性
　一般歯科臨床においては比較的短期間
で患者と向き合うことが多く、特に局所
的にしか影響がない場合は、症状が出る
まで経過観察にしておくことも少なくな
いと思う。しかし、近年かかりつけ医と
して地域で期待されるようになり、10年
単位で、長期的に埋伏歯の影響を考慮に
入れた治療計画を提案しなければならな
い状況も増え、患者は加齢とともに、歯
の失活や喪失、将来的には歯槽骨レベル
の低下から受動的に萌出してくることも
あり、時として重篤な智歯周囲炎などの
炎症症状や臨在歯の喪失を招くこともあ
り得る。つまり長期的に考えれば埋伏歯
に対して黙認し続けていられない状況に

なってきている。
　埋伏歯自身は上皮を有する歯嚢を歯冠
周囲に有しているため、上皮の病理的な
変化の危険性があるということである。
含歯性嚢胞や歯原性腫瘍はこの上皮の存
在により発生するわけであるから、高齢
者の歯原性腫瘍は、若年期に抜歯を行っ
ていれば、その発生はありえなかったこ
とになる。また、頻度は極めて低いもの
の、上皮が嚢胞化し、その嚢胞上皮より
悪性腫瘍が発生することもあり得る。

１．失敗症例に学ぶ
　治療中のミスが、歯の喪失、回復不可
能な審美的障害、歯槽骨の欠損などにつ
ながる可能性があるとして紹介した。不
適切な矯正治療のメカニクスによるもの
で、埋伏歯の誘導ミスが、米国の矯正歯
科における主要な訴訟の一つであると、
注意喚起している。
　口腔外科医と矯正歯科医が連携して治
療計画を立て、開窓法の選択、矯正のメ
カニクスなどについても情報を共有する
ことが不可欠と述べた。

２．中切歯の埋伏について
　上顎中切歯埋伏の原因については、こ
れまでに叢生、外傷、歯根湾曲、歯牙腫
や歯原性嚢胞あるいは過剰歯（正中歯）
の存在などが挙げられる。
　本症例においてパノラマにて過剰歯を
確認後、CBCTではさらに、過剰歯の位

り、牽引後早めに歯周外科専門医に依頼
したほうが患者に有益と判断される場合
も少なくない。
　矯正医は外科的な術式をある程度理解
した上で、口腔外科医や歯周外科専門医
と事前に打ち合わせることが重要と思わ
れる。
 （次号に続く）

図１　CBCTにて過剰歯を確認

図２　上顎左側側切歯のトルクコントロール

図３　満足いく歯肉ラインに導いた

づける因子は、埋伏歯の上下的な位置で
あり、適切な方法を選択することで、埋
伏歯の誘導後の安定性や審美性が確保さ
れる。
　通常、前述の４種類の開窓法が適応さ
れるが、近年、歯周組織再生療法の治療
レベルの向上は目覚ましく、矯正医が牽
引方法で、必要以上の時間を費やすよ

置を３次元的に特定す
ることができ、口腔外
科医と術前の計画を立
案する上で非常に有効
である（図１）。
　原則は、萌出路を塞
いでいる過剰歯を早期
に発見し、過剰歯を抜
歯することで、自律的
な萌出を期待する。異
論はあるかと思うが、
翻訳本の中では「術者
がまったく何もしなく
ても正常に萌出する場
合」の「自然萌出」と
区別し、「術者がわず
かの力添えで、自然に
萌出する場合」を「自
律的萌出」と訳した。
　本症例のポイントと
して、上顎左側側切歯
のトルクコントロール
により、可能な限り歯
肉ラインの審美性の改
善を試みた（図２）。
結果的には、満足いく
歯肉ラインに導けた
（図３）。
　今回、 典型的な４ 
種類の開窓法を紹介し
た。
　１）歯肉切除術（組
織を単純に切除する方
法）
　２）歯肉弁根尖側移
動 術（apically posi-
tioned flap：以下APF）
　３ ） 閉 鎖 誘 導 法
（ c l o s e d - e r u p t i o n 
technique）
　４）外科的再植術
　開窓法の種類を決定

田井　規能（たい　きよし）
Kiyoshi Tai, DDS, PhD
日本矯正歯科学会認定医、日本成人矯正歯科学会認定医
〈略　歴〉
　1986年　岡山県立新見高等学校卒業
　1992年　徳島大学歯学部卒業
　1992年　岡山大学歯学部　第二補綴（現；咬合・口腔機能再建学分野）入局
　1997年　岡山大学歯学部　顎顔面口腔矯正学分野　入局
　1999年　 The Tweed Course（The Charles H. Tweed Foundation, Tucson 

Arizona）修了
　2012年　岡山大学大学院　医歯薬学総合研究科卒業
〈職　歴〉
　2000年～　　　たい矯正歯科開業
　2002年～　　　医療法人オーソネットワーク理事長
　2010年～14年　韓国キョンヒー大学臨床准教授（非常勤）
　2013年～　　　インターナショナル岡山歯科衛生専門学校　歯科矯正学　講師
　2013年～　　　日本成人矯正歯科学会（JAAO）認定医研修プログラム　講師
　2015年～　　　アリゾナATS大学矯正科客員臨床教授（09年～　同准教授）

保険医協会へのお問い合わせは  　　　　　
便利な直通電話（ダイヤルイン）をご利用ください

〈受付　９時30分～17時〉

共済制度

078－393－1805

医科　保険点数
審査・指導相談

078－393－1803

経営・税務・融資
開業相談　　　　

078－393－1817

歯　科

078－393－1809

新聞・政策・反核
平和・環境公害　

078－393－1807

代表
078－393－1801
FAX
078－393－1802

臨床医学講座

一度見れば忘れないSpPinな身体所見

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1803まで

日　時　２月５日（日）10時30分～16時30分　　会　場　協会５階会議室
講　師　大船中央病院　院長・内科部長　須藤　博先生
参加費　 医師・歯科医師　5000円、研修医・薬剤師・看護師等　3000円（昼食代込み）
定　員　80人（事前申込順・定員になり次第締め切り）
プログラム　 講義１「SpPinな身体所見 Part１」（10：30～12：00） 

講義２「SpPinな身体所見 Part２」（12：45～14：15） 
講義３「SpPinな身体所見 Part３」（14：45～16：15）

※SpPinとは「特異度（Specificity）の高い所見が陽性（Positive）のとき，そ
の疾患の診断（Rule in）に役立つ」という意味の略語




